荒木田麗女年譜稿 by 雲岡 梓 & Azusa Kumooka
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
雲
岡
梓
は
じ
め
に
荒
木
田
麗
女
の
年
譜
は
、
既
に
千
田
安
子
氏
作
成
の
「
荒
木
田
麗
女
年
譜
」（『
女
子
大
国
文
』
四
、
一
九
五
六
年
七
月
）
と
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
伊
豆
野
タ
ツ
氏
作
成
の
年
譜
（『
荒
木
田
麗
女
物
語
集
成
』
桜
楓
社
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
）
が
存
在
す
る
。
本
稿
は
そ
こ
に
新
た
に
判
明
し
た
こ
と
を
付
け
足
し
、
両
者
の
誤
り
に
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
千
田
氏
・
伊
豆
野
氏
の
年
譜
は
、
麗
女
の
自
伝
『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
の
記
述
を
骨
子
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
は
一
見
編
年
形
式
で
書
き
進
め
ら
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
事
項
の
前
後
関
係
が
錯
綜
し
、
年
次
に
信
が
置
け
な
い
こ
と
が
、
倉
本
昭
氏
の
「
慶
徳
如
松
・
麗
女
夫
婦
と
丹
羽
家
（
二
）」（『
日
本
文
学
研
究
』
三
六
、
二
〇
〇
一
年
一
月
）
で
の
考
証
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
に
は
麗
女
の
死
の
四
年
前
、
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
頃
ま
で
の
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
麗
女
が
晩
年
に
回
想
の
ま
ま
に
書
き
記
し
た
こ
と
で
、
前
後
関
係
の
誤
認
や
錯
綜
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
該
書
の
麗
女
自
筆
本
は
早
く
失
せ
、
数
度
の
転
写
を
経
た
本
文
し
か
存
在
し
な
い
。
こ
う
し
た
書
を
骨
子
と
し
て
い
る
た
め
、
千
田
氏
・
伊
豆
野
氏
の
年
譜
に
は
年
次
の
誤
り
が
散
見
す
る
。
そ
こ
で
、
他
の
資
料
か
ら
誤
り
を
訂
正
で
き
る
も
の
に
関
し
て
は
訂
正
・
補
足
を
加
え
、
新
た
に
判
明
し
た
事
項
を
補
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
参
照
し
た
資
料
を
（
）
に
示
し
た
。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
三
九
特
に
記
述
の
な
い
場
合
は
『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
に
拠
っ
て
い
る
。『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
の
本
文
は
、
大
川
茂
雄
氏
・
南
茂
樹
氏
編
『
国
学
者
伝
記
集
成
（
上
）』（
復
刻
版
、
東
出
版
、
一
九
九
七
年
九
月
）
に
拠
る
。
な
お
、
麗
女
の
著
作
に
つ
い
て
、
活
字
化
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
（
活
）、
写
本
が
現
存
す
る
も
の
に
は
（
写
）
を
、
所
在
不
明
で
書
名
だ
け
が
知
ら
れ
る
も
の
に
は
（
×
）
印
を
、
各
書
名
の
下
に
付
し
た
。
麗
女
と
直
接
関
係
が
な
い
項
目
は
※
印
で
示
し
た
。
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
壬
子
一
歳
た
け
と
お
○
三
月
十
日
、
伊
勢
山
田
下
中
之
郷
町
に
、
伊
勢
神
宮
内
宮
権
禰
宜
正
四
位
上
荒
木
田
武
遠
（
榎
倉
権
之
進
・
釜
屋
権
之
進
）
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
武
遠
は
神
官
と
し
て
は
高
い
地
位
で
は
な
か
っ
た
が
、
荒
木
田
氏
は
伊
勢
に
お
い
て
格
式
が
あ
り
、
敬
わ
れ
る
家
柄
で
あ
っ
た
。
麗
女
の
初
名
は
り
う
ま
さ
と
み
ま
さ
と
し
お
き
た
だ
た
け
よ
隆
。
後
、
麗
と
改
名
す
る
。
字
子
奇
、
号
紫
山
、
清
渚
。
長
男
正
富
・
次
男
正
紀
・
三
男
息
雅
・
四
男
武
世
の
四
人
の
兄
が
い
る
。
長
女
は
早
世
。
長
女
・
四
男
武
世
・
麗
女
の
母
親
で
あ
る
羽
根
彦
助
秦
英
満
の
女
は
継
室
。
正
富
・
正
紀
・
息
雅
は
先
妻
亀
田
一
学
度
会
未
員
の
女
の
子
で
あ
る
。
後
に
次
男
は
橋
村
家
、
三
男
は
中
西
家
、
四
男
は
高
田
家
へ
養
子
に
行
く
。
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
戊
午
七
歳
○
学
問
を
好
み
大
廟
の
学
館
へ
入
学
を
願
う
が
、
父
母
は
女
子
に
学
問
は
無
用
と
考
え
、
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
兄
武
世
が
『
大
学
』
を
読
む
の
を
聞
き
覚
え
て
暗
誦
す
る
。
な
お
、『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
中
の
こ
の
記
述
は
紫
式
部
の
幼
時
の
逸
話
を
思
わ
せ
、
麗
女
が
紫
式
部
に
自
身
を
重
ね
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
兄
正
富
に
『
古
今
和
歌
集
』、『
伊
勢
物
語
』
を
学
ぶ
。
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
己
未
八
歳
○
い
ろ
は
の
手
習
を
始
め
る
。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
庚
申
九
歳
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
四
〇
○
『
論
語
』、『
孟
子
』
を
独
学
で
学
ぶ
。
○
伊
藤
仁
斎
門
の
儒
者
臼
田
陽
山
が
麗
女
の
評
判
を
聞
き
、
弟
子
に
し
た
い
と
申
し
入
れ
る
が
、
父
母
が
断
る
。
麗
女
は
不
本
意
に
思
い
、
兄
武
世
が
毎
朝
大
廟
の
学
館
に
通
う
の
を
羨
む
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
癸
亥
十
二
歳
○
両
親
の
命
に
よ
り
、
裁
縫
等
、
女
子
の
習
得
す
べ
き
諸
芸
を
学
ぶ
。
○
両
親
、
兄
の
勧
め
で
琴
の
稽
古
を
始
め
る
。
上
達
は
早
か
っ
た
が
、
心
か
ら
好
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
○
兄
息
雅
か
ら
軍
書
を
学
ぶ
。
延
享
元
年
（
寛
保
四
年
、
二
月
二
十
一
日
改
元
、
一
七
四
四
）
甲
子
十
三
歳
た
け
と
も
○
叔
父
の
伊
勢
神
宮
外
宮
御
師
正
四
位
下
荒
木
田
武
遇
（
榎
倉
藤
右
衛
門
、
慶
徳
藤
右
衛
門
）
の
養
女
と
な
る
。
武
遇
に
は
一
子
家
偏
が
あ
っ
た
が
元
文
四
、
五
年
頃
に
亡
く
し
、
後
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
。
武
遇
は
西
山
昌
林
（
西
山
宗
因
の
曾
孫
）・
里
村
昌
迪
（
里
村
昌
叱
の
子
孫
。
里
村
南
家
）
に
入
門
し
て
連
歌
を
学
ぶ
等
、
学
問
・
文
芸
へ
の
理
解
が
深
か
っ
た
。
女
子
に
学
問
は
無
用
と
考
え
る
実
父
母
に
対
し
、
武
遇
は
麗
女
の
才
を
愛
し
、
そ
の
育
成
に
努
め
た
。（
武
遇
『
夏
木
集
』）
既
に
妻
も
失
っ
て
い
た
武
遇
は
、
婢
女
を
雇
っ
て
麗
女
に
裁
縫
を
習
わ
せ
た
。
御
師
は
祈
祷
の
他
に
旅
宿
業
を
兼
営
し
、
神
宮
参
詣
の
た
め
に
伊
勢
を
訪
れ
た
者
を
自
宅
に
宿
泊
さ
せ
て
い
た
。
麗
女
が
多
数
の
高
名
な
文
人
と
交
流
で
き
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
環
境
に
よ
る
影
響
が
あ
る
。
麗
女
を
訪
ね
る
文
人
の
多
く
が
、
伊
勢
神
宮
参
詣
の
つ
い
で
に
麗
女
を
訪
問
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
乙
丑
十
四
歳
※
四
月
十
七
日
、
母
羽
根
彦
助
秦
英
満
の
女
が
死
去
。（『
麗
女
文
集
下
』）
○
養
父
か
ら
『
文
選
』
等
の
詩
文
を
学
ぶ
。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
丙
寅
十
五
歳
○
養
父
の
勧
め
で
、
師
に
就
い
て
和
歌
を
学
び
始
め
る
。
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
丁
卯
十
六
歳
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
四
一
○
養
父
及
び
兄
正
紀
の
勧
め
で
連
歌
を
学
び
始
め
る
。
正
紀
に
指
導
を
受
け
る
。
寛
延
元
年
（
延
享
五
年
、
七
月
十
二
日
改
元
、
一
七
四
八
）
戊
辰
十
七
歳
○
養
父
が
以
前
よ
り
師
事
し
て
い
た
難
波
の
西
山
昌
林
に
入
門
す
る
。
○
歌
書
に
熱
中
す
る
。
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
己
巳
十
八
歳
※
甥
の
荒
木
田
興
正
誕
生
。
三
番
目
の
兄
息
雅
の
子
で
、
後
に
長
兄
正
富
の
養
子
と
な
っ
た
。
字
董
卿
、
号
鼎
湖
。
別
称
釜
屋
数
馬
。
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
没
。
麗
女
に
先
ん
じ
て
江
村
北
海
に
入
門
し
、
釜
屋
南
陵
の
名
で
漢
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
麗
女
と
は
漢
詩
・
和
歌
・
連
歌
の
遣
り
取
り
を
し
て
親
し
く
交
わ
っ
た
。
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
庚
午
十
九
歳
○
昌
林
が
発
句
集
『
西
山
三
籟
集
』
の
豊
宮
崎
文
庫
奉
納
の
た
め
、
伊
勢
を
訪
れ
る
。
か
ね
て
よ
り
武
遇
と
約
束
が
あ
り
、
武
遇
・
麗
女
宅
に
宿
泊
。
連
歌
会
が
行
わ
れ
、
麗
女
も
座
に
連
な
る
。
こ
の
時
の
様
子
は
昌
林
の
道
中
記
『
神
道
山
路
次
記
』（
野
間
光
辰
氏
『
談
林
叢
談
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
八
月
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
慶
徳
武
遇
と
て
山
田
に
し
る
人
あ
り
。
か
ね
て
せ
う
そ
こ
し
を
き
つ
れ
バ
、
此
わ
た
り
ま
で
迎
へ
の
人
を
出
し
て
ま
ね
か
れ
け
る
ま
ゝ
、
旅
姿
な
が
ら
そ
の
家
に
い
り
ぬ
。（
略
）
十
八
日
け
ふ
は
雨
晴
ぬ
れ
バ
、
武
遇
の
あ
な
い
に
て
、
豊
宮
崎
の
文
庫
に
至
り
、
か
の
三
籟
集
を
と
う
で
ゝ
、
本
意
の
ご
と
、
お
さ
め
奉
り
ぬ
。（
略
）
か
く
て
書
生
の
請
文
を
と
り
、
心
の
か
ぎ
り
尽
し
つ
れ
バ
、
も
は
ら
帰
さ
の
み
ち
に
出
立
な
ん
と
す
。
こ
れ
か
れ
別
れ
の
言
葉
を
送
れ
り
。
く
だ
 

し
け
れ
バ
も
ら
し
つ
。
そ
れ
が
中
に
、
武
遇
の
娘
の
隆
子
、
と
ゞ
め
バ
や
あ
か
ぬ
ひ
か
り
を
袖
の
月
と
な
む
書
て
出
し
た
り
け
る
。
こ
の
少
女
な
む
、
つ
く
バ
の
道
に
志
深
く
、
き
の
ふ
の
会
席
に
も
つ
ら
な
り
て
、
い
ひ
出
る
言
の
葉
も
た
ぐ
ひ
な
か
り
き
。
こ
れ
に
ぞ
名
残
お
し
く
覚
え
け
る
。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
四
二
こ
こ
か
ら
は
、
昌
林
が
麗
女
の
才
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
○
こ
の
頃
昌
林
の
印
可
を
受
け
る
。
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
壬
申
二
十
一
歳
○
長
兄
正
富
と
と
も
に
吉
野
に
遊
ぶ
。
こ
の
後
正
富
は
死
去
（
四
十
歳
）。
○
西
山
昌
林
が
四
十
六
歳
で
没
し
た
た
め
、
兄
正
紀
と
と
も
に
上
洛
し
、
武
遇
・
正
紀
が
以
前
よ
り
門
人
と
な
っ
て
い
た
京
都
花
の
下
里
村
昌
迪
に
入
門
す
る
。
昌
迪
は
、
連
歌
を
志
す
女
子
は
稀
で
あ
る
と
し
て
麗
女
の
入
門
を
喜
び
、
入
門
興
行
の
連
歌
会
は
入
門
者
が
費
用
を
負
担
す
る
と
い
う
慣
習
に
反
し
、
師
の
側
で
費
用
を
負
担
し
た
。
こ
う
し
て
数
ヶ
月
間
京
で
連
歌
を
学
ん
だ
後
、
帰
勢
す
る
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
癸
酉
二
十
二
歳
い
え
た
だ
○
神
職
の
笠
井
家
か
ら
家
雅
（
三
十
歳
）
を
婿
養
子
に
迎
え
結
婚
す
る
。
家
雅
は
号
如
松
・
陶
䔥
。
別
称
藤
蔵
・
三
郎
太
夫
・
隼
人
。
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
生
。
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
没
。
も
と
は
慶
滋
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
後
に
母
方
の
笠
井
家
を
継
い
で
い
た
。
な
お
、
家
雅
は
慶
滋
保
胤
の
後
裔
と
の
説
が
あ
る
。（『
月
の
行
方
』
野
村
公
台
序
）
家
雅
は
麗
女
と
結
婚
し
、
武
遇
の
御
師
職
を
継
ぐ
。
こ
の
頃
慶
徳
家
は
檀
家
の
減
少
に
よ
っ
て
経
済
状
況
が
悪
化
し
て
い
た
。
家
雅
は
百
両
の
持
参
金
を
借
財
返
済
に
宛
て
て
十
年
程
で
使
い
切
り
、
よ
く
慶
徳
家
を
支
え
た
。（
家
雅
『
丹
羽
様
江
願
出
候
覚
書
』、
倉
本
昭
氏
「
慶
徳
如
松
・
麗
女
夫
婦
と
丹
羽
家
（
一
）」『
日
本
文
学
研
究
』
三
五
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）
武
遇
の
連
歌
集
『
夏
木
集
』
に
は
、
家
に
後
嗣
の
幸
あ
り
け
れ
ば
移
し
植
て
待
や
春
花
宿
の
む
め
嗣
子
家
雅
位
を
承
り
て
、
月
読
の
宮
に
は
じ
め
て
進
ぬ
る
袖
を
ひ
か
へ
て
、
仕
へ
よ
や
卯
杖
つ
く
迄
神
の
庭
と
、
家
雅
の
入
夫
を
喜
ぶ
発
句
が
あ
る
。
家
雅
も
好
学
の
士
で
、
後
に
は
夫
婦
揃
っ
て
江
村
北
海
に
入
門
し
て
漢
詩
を
学
び
、
連
歌
会
に
参
加
し
、
各
地
の
文
人
と
交
わ
っ
た
。
ま
た
麗
女
に
執
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
四
三
筆
活
動
を
勧
め
て
著
作
の
筆
写
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
の
文
芸
活
動
を
支
え
た
。
麗
女
の
物
語
に
は
夫
の
勧
め
に
よ
っ
て
執
筆
し
た
旨
の
序
文
を
有
す
る
も
の
が
多
い
。『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
に
は
、「
良
人
、
又
書
を
こ
の
み
て
書
写
な
ど
せ
ら
る
ゝ
も
、
い
と
た
よ
り
あ
り
」、「
良
人
、
世
の
交
を
嫌
ひ
て
、
閑
な
る
を
こ
の
み
、
つ
ね
に
書
を
う
つ
す
こ
と
を
の
み
せ
ら
る
れ
ば
、
我
も
亦
筆
と
る
こ
と
を
た
の
し
み
と
せ
り
」
と
、
同
好
の
士
を
伴
侶
に
迎
え
た
麗
女
の
生
活
が
語
ら
れ
る
。
家
雅
は
国
史
や
物
語
に
興
味
を
持
ち
、
御
師
の
職
務
と
し
て
の
檀
家
回
り
の
つ
い
で
に
遺
跡
や
史
跡
、
各
地
に
所
蔵
さ
れ
る
軍
記
・
系
図
・
過
去
帳
等
の
古
文
書
を
調
査
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
書
物
を
書
写
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
収
集
さ
れ
た
成
果
は
、
麗
女
の
歴
史
物
語
や
擬
古
物
語
執
筆
の
際
の
資
料
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
家
雅
は
そ
の
文
献
調
査
能
力
・
考
証
能
力
を
認
め
ら
れ
、
天
明
四
年
に
は
播
州
三
草
藩
第
三
代
藩
主
丹
羽
氏
福
に
、
丹
羽
家
の
系
譜
作
成
を
命
じ
ら
れ
た
。
諸
書
を
博
捜
し
て
作
成
に
あ
た
っ
た
経
緯
が
、
家
雅
の
『
天
明
四
年
辰
冬
丹
羽
様
御
系
図
書
継
候
覚
書
』
に
記
さ
れ
る
。
し
か
し
韻
文
の
才
は
な
く
、
麗
女
は
甥
の
釜
屋
南
陵
宛
の
書
簡
（『
慶
徳
荒
木
田
麗
女
遺
墨
』）
の
中
で
、
家
雅
の
詩
才
に
つ
い
て
「
主
人
は
も
と
よ
り
か
や
う
の
方
不
心
懸
ゆ
へ
、
平
仄
字
数
さ
へ
合
候
へ
ば
よ
き
あ
し
き
の
分
別
な
く
詩
と
思
ひ
居
ら
れ
候
事
、
無
是
非
こ
と
に
て
、
こ
と
わ
け
申
候
へ
ど
も
不
得
心
に
て
こ
ま
り
申
候
」
と
零
し
て
い
る
。
ま
た
、
連
歌
会
で
発
句
を
詠
む
際
に
は
事
前
に
麗
女
に
代
作
を
用
意
さ
せ
て
い
た
。（『
麗
女
句
集
』）
速
筆
な
麗
女
と
、
文
献
調
査
能
力
・
考
証
能
力
の
高
い
家
雅
は
、
学
問
上
補
完
関
係
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
夫
婦
の
様
子
は
、
二
人
の
共
通
の
師
で
あ
る
江
村
北
海
に
よ
っ
て
、
宋
の
文
人
夫
婦
、
趙
明
誠
と
李
清
照
に
例
え
ら
れ
て
い
る
。（『
池
の
藻
屑
』
序
）
し
か
し
小
津
桂
窓
は
、「
麗
女
ハ
夫
を
奴
僕
之
如
く
ニ
つ
か
ひ
、
夫
ニ
墨
を
す
ら
せ
も
の
か
く
さ
ま
な
ど
、
余
程
心
に
く
き
婦
人
と
見
請
け
候
と
の
話
承
居
候
。
此
夫
文
盲
ニ
候
へ
共
、
手
跡
よ
く
、
一
生
麗
女
之
文
筆
を
い
た
し
居
候
よ
し
、
著
述
ハ
皆
此
人
之
筆
跡
ニ
御
座
候
」
と
述
べ
て
お
り
、
家
雅
へ
の
評
価
は
低
い
も
の
で
あ
る
。（
石
水
博
物
館
蔵
「
梅
屋
大
人
宛
小
津
桂
窓
書
簡
」）
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
甲
戌
二
十
三
歳
※
春
、
里
村
昌
迪
の
子
息
昌
桂
が
伊
勢
神
宮
参
詣
の
た
め
に
来
勢
。
兄
正
紀
の
家
に
お
い
て
連
歌
会
が
行
わ
れ
る
。
麗
女
が
出
席
し
た
か
は
不
明
。
○
こ
の
頃
、
労
咳
に
罹
患
す
る
。
度
会
貞
多
『
神
境
秘
事
談
』
に
、
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
四
四
慶
徳
陶
䔥
秦
家
雅
が
つ
ま
麗
女
は
慶
徳
藤
右
衛
門
荒
木
田
武
遇
が
養
女
に
し
て
、
実
は
釜
屋
権
之
進
荒
木
田
武
遠
が
女
な
り
。（
略
）
わ
か
ゝ
り
し
時
労
咳
を
や
め
り
。
養
父
武
遇
の
を
し
へ
に
よ
て
、
歌
に
こ
ゝ
ろ
ざ
し
て
よ
り
や
ま
ひ
愈
ゆ
。
と
、
歌
徳
説
話
め
い
た
逸
話
が
記
さ
れ
る
。
武
遇
『
夏
木
集
』
に
は
、
隆
子
や
ま
ふ
よ
り
た
ち
け
る
日
霧
は
れ
し
み
ね
は
更
な
り
梅
の
色
と
、
麗
女
の
回
復
を
喜
ぶ
句
が
収
め
ら
れ
る
。
※
十
二
月
十
五
日
、
養
父
武
遇
が
死
去
（
六
十
八
歳
）。
※
家
雅
、『
逍
遥
院
殿
五
十
番
歌
合
』・『
牡
丹
花
歌
集
』
を
書
写
。
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
丙
子
二
十
五
歳
※
家
雅
、『
鉢
か
づ
き
』
を
書
写
。
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
丁
丑
二
十
六
歳
※
二
番
目
の
兄
正
紀
、
死
去
（
四
十
三
歳
）。（
伊
豆
野
タ
ツ
氏
「
荒
木
田
麗
女
伝
の
研
究
」『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
三
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
）
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
戊
寅
二
十
七
歳
※
一
月
十
三
日
、
実
父
武
遠
死
去
（
八
十
一
歳
）。（『
麗
女
文
集
下
』）
○
一
月
二
十
六
日
、
里
村
昌
迪
が
死
去
（
五
十
五
歳
）。
引
き
続
き
そ
の
子
昌
桂
に
入
門
す
る
。
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
庚
辰
二
十
九
歳
※
家
雅
、
武
遇
の
連
歌
集
『
夏
木
集
』
を
淨
書
し
て
豊
宮
崎
文
庫
に
奉
納
す
る
。
※
家
雅
、『
関
原
軍
記
』
を
書
写
。
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
辛
巳
三
十
歳
○
家
雅
の
勧
め
に
よ
り
、
中
古
を
題
材
と
し
た
雅
文
体
の
物
語
を
書
き
始
め
る
。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
四
五
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
壬
午
三
十
一
歳
○
京
の
連
歌
師
里
村
紹
甫
（
紹
巴
の
子
孫
。
里
村
北
家
。
幕
府
の
御
連
歌
師
）
に
入
門
。
明
和
元
年
（
宝
暦
十
四
年
、
六
月
二
日
改
元
、
一
七
六
四
）
甲
申
三
十
三
歳
○
家
雅
と
と
も
に
上
洛
し
、
紹
甫
の
も
と
で
連
歌
の
修
業
を
積
む
。
昌
迪
・
昌
桂
・
玄
怠
ら
と
親
し
く
交
わ
り
、
た
び
た
び
連
歌
を
巻
く
。
錦
天
神
の
連
歌
会
に
招
か
れ
る
。
○
龍
草
廬
の
五
十
の
賀
に
、「
五
本
の
柳
は
門
を
さ
し
こ
め
て
お
ひ
ら
く
の
来
ん
道
も
し
ら
れ
ず
」
と
の
和
歌
を
贈
る
。（『
三
の
友
』）
○
こ
の
頃
檀
家
の
減
少
、
家
雅
の
二
年
に
わ
た
る
病
臥
に
よ
り
家
計
悪
化
。
借
財
が
金
二
百
六
十
五
両
に
達
す
る
。
家
計
悪
化
に
よ
っ
て
計
画
し
て
い
た
養
子
縁
組
も
整
わ
ず
、
慶
徳
家
絶
家
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
こ
で
慶
徳
家
檀
家
で
あ
る
播
州
の
三
草
藩
主
丹
羽
氏
栄
（
第
二
代
藩
主
）
に
家
計
救
済
を
願
い
出
る
た
め
、
九
月
、
大
坂
難
波
に
移
り
住
む
。
援
助
願
に
駈
け
つ
け
る
の
に
女
房
連
れ
だ
と
い
う
こ
と
で
、
丹
羽
侯
の
役
人
に
皮
肉
を
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
家
雅
は
麗
女
と
と
も
に
丹
羽
侯
の
御
屋
敷
に
連
日
の
よ
う
に
参
上
し
た
。（
家
雅
『
丹
羽
様
江
願
出
候
覚
書
』・
多
治
比
郁
夫
氏
「
麗
女
と
久
老
」『
す
み
の
え
』
一
九
七
四
年
三
月
）
難
波
に
も
連
歌
の
友
が
お
り
、
天
満
天
神
の
連
歌
会
に
誘
わ
れ
る
が
、
出
席
す
る
気
に
な
れ
な
か
っ
た
。
麗
女
は
人
に
名
を
知
ら
れ
る
こ
と
を
厭
い
、
「
隆
」
か
ら
「
麗
」
へ
改
名
。
後
、
さ
ら
に
摂
津
の
住
吉
に
転
居
す
る
。
○
十
二
月
、
宇
治
山
田
の
自
宅
が
火
事
で
全
焼
。
氏
栄
は
麗
女
一
家
の
困
窮
に
同
情
し
、
家
計
立
て
直
し
の
た
め
の
費
用
を
援
助
す
る
。
そ
の
他
麗
女
名
義
で
、
三
人
扶
持
一
ヶ
年
三
両
の
他
国
居
住
中
の
生
活
資
金
を
与
え
た
。
こ
の
こ
と
は
麗
女
の
生
涯
の
一
大
転
機
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
麗
女
が
著
述
に
専
念
す
る
環
境
が
整
っ
た
。
そ
の
後
麗
女
と
丹
羽
氏
栄
の
間
に
は
和
歌
の
や
り
取
り
等
が
続
く
。
※
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
ま
と
め
た
家
雅
の
覚
書
、『
丹
羽
様
江
願
出
候
覚
書
』
成
立
。
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
乙
酉
三
十
四
歳
○
十
一
月
二
十
日
、
伊
勢
に
帰
国
。
焼
失
し
た
家
を
新
築
す
る
。『
麗
女
句
集
』
に
は
、
家
の
焼
け
侍
り
し
に
、
程
な
く
作
出
て
移
ろ
ひ
侍
り
し
秋
、
月
を
見
て
、
あ
ら
た
な
り
今
年
よ
り
す
む
宿
の
月
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
四
六
同
じ
心
を
、
も
ろ
と
も
に
幾
秋
す
ま
ん
宿
の
月
と
、
新
築
を
喜
ぶ
句
が
記
さ
れ
る
。
同
書
に
は
続
い
て
、
此
比
つ
く
葉
の
道
に
心
よ
せ
つ
る
人
 

し
げ
う
来
と
ぶ
ら
ひ
て
、
日
比
の
住
家
と
も
な
く
賑
は
ゝ
し
う
、
人
目
し
げ
か
り
け
れ
ば
、
人
し
げ
き
門
は
水
鶏
の
隙
も
な
し
と
記
さ
れ
、
新
宅
に
は
連
歌
作
者
が
頻
繁
に
麗
女
を
訪
ね
て
来
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
○
大
坂
滞
在
中
の
紀
行
文
『
須
磨
の
寝
覚
』（
×
）
三
巻
を
執
筆
。
※
家
雅
、『
な
ら
の
な
か
め
』
を
書
写
。
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
丙
戌
三
十
五
歳
○
五
月
、
連
歌
の
友
で
あ
る
後
の
摂
津
国
豊
島
郡
麻
田
藩
主
、
青
木
一
貫
（
宇
山
有
可
軒
）
が
、
伊
勢
神
宮
参
詣
の
途
中
に
麗
女
を
訪
ね
る
。
○
こ
の
頃
か
ら
豊
宮
崎
文
庫
の
書
物
を
借
り
、『
資
治
通
鑑
綱
目
』
や
詩
書
・
歌
書
を
読
む
よ
う
に
な
る
。
※
家
雅
、
美
濃
国
岩
村
・
尾
張
国
岩
崎
・
三
河
国
伊
保
の
檀
家
を
回
る
つ
い
で
に
、
岩
村
薬
師
寺
・
岩
崎
妙
仙
寺
に
て
石
塔
・
墓
石
等
を
調
査
。（
倉
本
昭
氏
「
慶
徳
如
松
・
麗
女
夫
婦
と
丹
羽
家
（
一
）」『
日
本
文
芸
研
究
』
三
五
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
丁
亥
三
十
六
歳
○
八
月
、
豊
宮
崎
文
庫
へ
『
張
湛
注
列
子
』
四
巻
を
奉
納
。
※
家
雅
、『
位
署
式
私
考
』
を
書
写
。
※
甥
の
興
正
、
京
に
遊
学
し
て
江
村
北
海
に
入
門
す
る
。（
江
村
北
海
『
日
本
詩
史
』）
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
戊
子
三
十
七
歳
○
春
、
家
雅
の
摂
津
旅
行
中
、
家
雅
が
江
戸
で
購
入
し
た
『
宇
津
保
物
語
』
を
研
究
し
、
巻
の
順
序
の
錯
乱
、
誤
字
等
を
訂
正
す
る
。
そ
し
て
『
宇
津
保
物
語
系
図
』（
写
）
一
巻
を
作
成
し
た
。
こ
の
書
の
正
確
な
成
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
仮
に
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。
な
お
、
麗
女
が
校
訂
し
た
『
宇
津
保
物
語
』
は
、
延
宝
五
年
開
板
本
で
あ
っ
た
ら
し
い
。（
中
村
忠
行
氏
「
荒
木
田
麗
女
と
『
宇
津
保
物
語
』」『
山
辺
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
四
七
道
』
一
、
一
九
五
五
年
五
月
）
○
上
洛
し
、
夫
と
漢
学
者
江
村
北
海
に
入
門
。
正
式
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
後
北
海
よ
り
紫
式
部
に
因
ん
だ
「
紫
山
」
の
号
を
、
北
海
の
第
三
子
で
清
田
儋
叟
の
養
子
で
あ
る
清
田
龍
川
よ
り
字
「
子
奇
」
を
贈
ら
れ
る
。
※
家
雅
、『
弘
安
礼
節
』
を
書
写
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
己
丑
三
十
八
歳
※
家
雅
、『
異
名
分
類
』・『
布
衣
記
』
を
書
写
。
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
庚
寅
三
十
九
歳
○
冬
、『
豊
臣
の
辞
・
大
江
の
賦
』（
別
名
『
豊
臣
弁
・
元
就
弁
』）（
写
）
一
巻
成
立
。
○
『
時
に
つ
く
の
辞
』（
写
）
一
編
成
立
。
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
辛
卯
四
十
歳
○
四
十
歳
に
な
っ
た
感
慨
を
「
あ
か
つ
き
の
鳥
の
音
を
待
つ
ね
ざ
め
し
て
我
身
の
老
の
は
じ
め
を
ぞ
し
る
」
と
詠
む
。（『
三
の
友
』）
○
『
日
本
書
紀
』
を
始
め
と
す
る
国
史
・
諸
家
の
記
録
・
有
職
の
書
の
研
究
に
熱
中
す
る
。
ま
た
、「
仮
名
国
史
に
似
た
ら
ん
こ
と
を
も
書
出
よ
」
と
の
家
雅
の
命
に
よ
り
、
歴
史
物
語
の
執
筆
に
取
り
掛
か
る
。
○
二
月
、『
池
の
藻
屑
』（
活
）
一
四
巻
成
立
。
安
永
三
年
の
江
村
北
海
の
序
・
同
年
の
岩
垣
竜
渓
（
三
善
彦
明
）
の
跋
有
り
。
な
お
、
現
在
流
布
し
て
い
る
『
池
の
藻
屑
』
に
は
北
海
の
序
・
竜
渓
の
跋
の
み
が
収
め
ら
れ
る
が
、
安
永
四
年
に
な
っ
て
か
ら
奥
田
三
角
に
も
序
文
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
○
三
角
の
序
文
は
書
名
を
誤
っ
て
『
池
藻
腐
』
と
記
す
の
み
な
ら
ず
、
内
容
に
対
す
る
三
角
の
評
価
が
高
く
な
い
こ
と
が
窺
え
る
文
章
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
写
本
と
し
て
流
布
さ
せ
る
際
に
除
か
れ
た
も
の
か
。（
米
山
宗
臣
氏
「
荒
木
田
麗
女
に
就
て
（
下
）」（『
皇
学
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
）
○
四
月
、『
桐
葉
』（
活
）
五
巻
成
立
。
淡
海
釈
亮
の
序
・
家
雅
の
跋
有
り
。
※
こ
の
頃
家
雅
、
歌
書
の
研
究
に
没
頭
。（『
小
手
巻
』
序
）
○
七
月
、『
小
手
巻
』（
写
）
二
巻
成
立
。『
狩
場
鳥
』（
×
）
三
巻
成
立
。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
四
八
○
八
月
、『
月
の
行
方
』（
活
）
三
巻
成
立
。
安
永
八
年
の
野
村
公
台
の
序
有
り
。
○
九
月
、『
花
薄
』（
×
）
二
巻
、『
岩
橋
』（
写
）
二
巻
、『
真
砂
』（
別
名
篠
薄
）（
写
）
二
巻
、『
夕
使
』（
×
）
二
巻
、『
五
葉
』（
活
）
五
巻
成
立
。『
五
葉
』
に
は
勢
陽
隠
士
の
序
有
り
。
○
九
月
十
三
日
、『
月
の
行
方
』
脱
稿
か
ら
一
ヶ
月
の
感
慨
を
、「
澄
ぬ
べ
き
ゆ
く
え
や
か
ね
て
み
せ
つ
ら
ん
八
月
に
似
た
る
け
ふ
の
お
も
か
げ
」
と
和
歌
に
詠
む
。（『
三
の
友
』）
○
十
月
、『
花
の
立
枝
』（
活
）
三
巻
成
立
。
○
十
一
月
、『
若
葉
』（
×
）
二
巻
、『
ふ
ぢ
な
み
』（
活
）
二
巻
成
立
。
○
こ
の
年
刊
行
の
江
村
北
海
『
日
本
詩
史
』
に
、
麗
女
の
漢
詩
二
編
が
収
載
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
麗
女
に
つ
い
て
、
伊
勢
山
田
の
祠
官
某
の
婦
、
荒
木
田
氏
、
読
書
を
好
み
、
和
歌
連
歌
を
善
く
す
。
近
ご
ろ
詩
を
作
る
こ
と
を
学
ぶ
。
間
佳
篇
有
り
。
婉
順
に
し
て
閨
閤
の
本
色
を
失
は
ず
。
画
に
題
し
て
云
ふ
、「
楊
柳
青
キ
辺
澗
水
流
レ
、
春
風
棹
ニ
倚
ル
木
蘭
舟
、
人
家
隔
タ
リ
テ
峰
巒
ノ
裏
ニ
在
リ
、
想
像
ス
長
ク
麋
鹿
ニ
伴
ヒ
テ
遊
ブ
ヲ
」。
又
浪
華
客
中
の
作
に
云
ふ
、「
江
湖
一
望
緑
天
ニ
連
ナ
ル
、
日
出
デ
テ
煙
波
帆
影
懸
ル
、
帰
雁
幾
声
春
夢
破
ル
、
故
園
ノ
消
息
落
花
ノ
辺
」。
と
記
さ
れ
る
。
麗
女
は
北
海
に
「
う
づ
も
る
ゝ
事
を
心
の
玉
か
し
は
い
つ
の
な
み
ま
に
あ
ら
は
れ
に
け
ん
」
と
の
和
歌
を
送
り
、
謝
意
を
述
べ
た
。（『
三
の
友
』）
安
永
元
年
（
明
和
九
年
、
十
一
月
十
六
日
改
元
、
一
七
七
二
）
壬
辰
四
十
一
歳
○
五
月
、『
桂
川
』（
別
名
桂
中
将
）（
活
）
成
立
。
○
七
月
、『
麗
女
独
吟
千
句
』（
活
）
一
巻
成
立
。
○
八
月
、『
浜
千
鳥
』（
活
）
三
巻
、『
安
達
原
』（
活
）
三
巻
、『
お
ほ
と
も
井
』（
×
）
一
巻
成
立
。
○
九
月
『
松
風
』（
×
）
二
巻
、『
竹
園
』（
×
）
二
巻
、『
竹
園
後
』（
×
）
二
巻
、『
常
陸
帯
』（
×
）
二
巻
成
立
。
○
十
一
月
、『
藤
の
岩
屋
』（
別
名
狩
使
）（
活
）
二
巻
成
立
。
○
十
二
月
、『
野
中
の
清
水
』（
活
）
成
立
。
○
秋
頃
、
連
歌
の
師
で
あ
る
故
里
村
紹
甫
を
夢
に
見
て
、
紹
甫
を
偲
び
、「
思
ひ
ね
や
し
ば
し
昔
の
秋
の
夢
」
を
発
句
に
独
吟
百
韻
連
歌
を
巻
く
。（『
鵙
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
四
九
の
草
ぐ
き
・
竹
の
落
葉
』）
○
津
藩
儒
学
者
奥
田
三
角
か
ら
古
稀
の
寿
詩
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
三
角
と
の
交
流
が
始
ま
る
。
正
式
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
麗
女
は
三
角
か
ら
清
少
納
言
に
因
ん
だ
「
清
渚
」
の
号
を
贈
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
三
角
の
門
人
で
主
で
も
あ
る
津
藩
御
隠
居
藤
堂
高
朗
（
第
七
代
津
藩
主
）、
高
朗
の
弟
の
出
雲
高
文
（
出
雲
藤
堂
家
第
六
代
当
主
）、
高
朗
の
妹
で
高
文
の
姉
の
武
子
と
も
、
和
歌
や
物
語
の
遣
り
取
り
等
の
交
流
が
始
ま
る
。
○
藤
堂
侯
（
第
九
第
津
藩
主
藤
堂
高
嶷
か
）
に
命
じ
ら
れ
て
、
女
子
教
育
に
関
す
る
書
、『
教
婦
の
辞
』（
×
）
を
奉
る
。
ま
た
、
奥
田
三
角
を
介
し
て
『
池
の
藻
屑
』・『
月
の
行
方
』・『
桐
の
葉
』
を
藤
堂
高
朗
・
出
雲
高
文
・
武
子
に
奉
る
。
武
子
か
ら
は
自
作
の
『
河
原
物
語
』
を
見
せ
ら
れ
る
。
そ
の
つ
い
で
に
以
前
作
成
し
た
『
宇
津
保
物
語
系
図
』
と
『
宇
津
保
物
語
』
の
目
録
を
武
子
に
奉
り
、
武
子
の
訂
正
を
受
け
、
中
院
通
茂
自
筆
『
宇
津
保
物
語
』
を
借
覧
す
る
。
麗
女
が
版
本
の
錯
簡
を
改
め
て
作
成
し
た
本
文
と
、
中
院
通
茂
本
の
巻
の
並
び
は
一
致
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
さ
ら
に
『
宇
津
保
物
語
』
の
研
究
を
進
め
、『
宇
津
穂
物
語
・
古
計
衣
系
図
』（
写
）
一
巻
を
作
成
す
る
。
○
こ
の
頃
か
ら
、
自
宅
に
て
月
次
連
歌
会
を
開
く
よ
う
に
な
る
。（『
麗
女
句
集
』）
※
家
雅
、『
北
越
軍
記
』
を
書
写
。
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
癸
巳
四
十
二
歳
※
一
月
十
九
日
、
四
番
目
の
兄
武
世
が
死
去
。（
三
村
竹
清
「
伊
勢
と
篆
刻
家
」『
三
村
竹
清
集
』
五
、
青
裳
堂
、
一
九
八
三
年
五
月
）
○
三
月
『
水
尾
』（
×
）
一
巻
成
立
。
○
閏
三
月
、『
畝
傍
山
』（
×
）
三
巻
、『
か
り
ね
中
納
言
』（
×
）
二
巻
成
立
。
○
四
月
、『
手
枕
』（
×
）
二
巻
成
立
。
○
四
月
二
十
一
日
の
夜
、
夢
中
に
「
花
と
梅
柳
に
う
つ
す
光
哉
」
と
の
上
句
を
得
、「
言
の
葉
め
ぐ
む
春
の
雨
露
」
と
付
け
る
。（『
麗
女
句
集
』）
○
五
月
、『
梅
宴
』（
活
）
二
巻
成
立
。
○
夫
の
五
十
の
賀
の
祝
い
の
た
め
、
彦
根
の
漢
詩
人
た
ち
に
寿
詩
を
求
め
る
。
こ
の
時
贈
ら
れ
た
龍
草
廬
の
詩
が
、
安
永
八
年
成
立
の
『
草
廬
詩
集
』
五
篇
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
五
〇
重
陽
泛
菊
ノ
篇
、
斎
人
慶
滋
君
ガ
五
十
ヲ
寿
ス
。
其
ノ
内
子
荒
木
田
氏
之
請
ニ
蓋
シ
応
ズ
。
南
陽
ノ
秋
色
重
陽
ニ
麗
ハ
シ
、
好
シ
黄
花
ヲ
摘
テ
羽
觴
ニ
泛
ル
ニ
、
応
ニ
是
レ
瑶
池
王
母
ガ
宴
ナ
ル
ベ
シ
、
高
歌
一
曲
仙
郎
ヲ
寿
ス
麗
女
も
し
く
は
家
雅
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
漢
詩
人
た
ち
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
十
三
篇
を
一
巻
に
ま
と
め
、『
慶
徳
家
雅
五
十
寿
詞
』（
写
）
を
作
成
し
た
。
な
お
、
草
廬
の
漢
詩
は
『
慶
徳
家
雅
五
十
寿
詞
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
※
家
雅
、『
多
気
窓
の
ほ
た
る
』
を
書
写
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
甲
午
四
十
三
歳
○
一
月
、
実
父
武
遠
の
十
七
回
忌
に
、「
い
に
し
へ
の
光
を
残
す
月
か
げ
に
庭
の
を
し
へ
の
跡
を
見
せ
け
る
」
と
和
歌
を
詠
む
。（『
三
の
友
』）
○
一
月
、『
笠
舎
』（
写
）
五
十
五
巻
成
立
。（
三
十
三
冊
の
み
現
存
し
、
他
は
散
逸
）
○
二
月
、『
春
の
か
ざ
し
』（
×
）
二
巻
成
立
。
○
三
月
、『
二
本
杉
』（
×
）
二
巻
、『
桃
園
生
』（
活
）
二
巻
成
立
。
○
四
月
、『
楢
柴
』（
活
）
五
巻
成
立
。
○
五
月
、『
さ
さ
竹
』（
活
）
九
巻
、『
常
盤
』（
活
）
七
巻
成
立
。
○
七
月
、
兄
嫁
の
死
を
悼
み
、
初
七
日
に
「
影
隠
す
月
の
山
辺
は
た
と
ふ
べ
き
あ
ふ
ぎ
も
露
も
置
か
へ
て
け
り
」
と
詠
む
。
な
お
、
こ
の
兄
嫁
が
何
番
目
の
兄
の
妻
か
は
不
明
。（『
三
の
友
』）
○
十
一
月
、『
如
松
五
十
賀
記
』（
×
）
一
巻
成
立
。
○
豊
原
に
奥
田
三
角
を
訪
ね
、
楼
で
月
を
愛
で
る
。
○
歳
の
暮
、
故
里
村
紹
甫
の
句
、「
行
む
ま
に
鞭
は
も
の
か
は
年
の
暮
」
を
思
い
出
し
、
紹
甫
を
偲
ん
で
「
行
返
り
む
ま
ぞ
あ
し
と
き
年
の
暮
」
の
句
を
詠
む
。（『
麗
女
句
集
』）
※
家
雅
、『
御
秘
鈔
建
武
年
中
行
事
』
を
書
写
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
乙
未
四
十
四
歳
○
六
月
、『
斧
の
柄
』（
活
）
二
巻
成
立
。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
五
一
○
十
月
、『
緒
絶
橋
』（
×
）
二
巻
成
立
。
○
十
二
月
、『
山
の
井
』（
写
）
三
十
巻
、『
山
の
井
目
録
』（
写
）
二
巻
、『
山
の
井
系
図
』（
写
）
一
巻
、『
山
の
井
引
歌
』（
写
）
二
巻
、『
山
の
井
後
』
（
写
）
四
巻
、『
武
蔵
鐙
』（
山
井
余
興
）（
×
）
二
巻
成
立
。
○
『
冬
木
梅
』（
×
）
二
巻
成
立
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
丙
申
四
十
五
歳
○
試
筆
「
い
つ
の
ま
に
年
や
流
れ
し
春
風
も
今
朝
立
か
へ
る
水
の
し
ら
浪
」。（『
三
の
友
』）
○
三
月
『
岩
代
』（
×
）
三
巻
成
立
。
○
四
月
、『
ひ
を
り
』（
活
）
三
巻
、『
夏
の
雨
夜
』（
×
）
二
巻
成
立
。
○
七
月
、『
真
木
の
戸
ざ
し
』（
活
）
二
巻
成
立
。
○
正
式
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
多
数
の
擬
古
物
語
を
執
筆
し
た
後
、
自
作
の
出
版
を
望
ん
で
書
林
に
持
ち
込
む
。
し
か
し
交
渉
は
捗
々
し
く
な
く
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
麗
女
は
特
に
歴
史
物
語
『
池
の
藻
屑
』
の
出
版
を
強
く
望
ん
で
い
た
ら
し
く
、
安
永
三
、
四
年
頃
に
江
村
北
海
・
岩
垣
竜
渓
・
奥
田
三
角
ら
に
出
版
を
前
提
と
し
て
序
文
・
跋
文
を
乞
う
て
い
る
。
ま
た
、
神
宮
文
庫
に
は
丁
付
ま
で
整
っ
た
家
雅
筆
の
『
池
の
藻
屑
』
の
版
下
本
が
残
る
。
出
版
計
画
頓
挫
の
後
、
麗
女
は
執
筆
し
た
物
語
を
半
ば
破
棄
す
る
。
現
在
題
名
の
み
が
伝
わ
っ
て
散
逸
し
た
擬
古
物
語
が
多
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
※
家
雅
、『
西
三
条
家
装
束
抄
』・『
管
見
記
』
を
書
写
。
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
丁
酉
四
十
六
歳
○
二
月
九
日
初
午
の
日
に
夫
と
と
も
に
伊
勢
を
出
立
し
、
近
江
・
京
都
・
大
坂
・
播
磨
・
紀
伊
・
大
和
を
旅
し
、
奥
田
三
角
・
赤
須
真
人
・
細
合
半
斎
・
頼
春
水
・
清
田
龍
川
・
葛
子
琴
・
木
村
蒹
葭
堂
・
龍
草
廬
・
龍
世
華
・
森
蘭
斎
・
伊
藤
蘭
嵎
・
宇
野
醴
泉
・
細
合
半
斎
・
大
東
延
樹
・
永
谷
宗
定
等
各
地
の
文
人
と
交
流
す
る
。
京
で
は
龍
草
廬
の
家
に
宿
泊
す
る
。
春
日
社
で
大
東
延
樹
、
永
谷
宗
定
に
招
か
れ
、
二
日
に
わ
た
っ
て
連
歌
会
に
出
席
す
る
。
ま
た
、
家
計
を
援
助
し
、
文
学
に
勤
し
む
環
境
を
整
え
て
く
れ
た
恩
人
丹
羽
氏
栄
の
墓
に
詣
で
、
感
謝
を
述
べ
た
。（『
初
午
の
日
記
』）
○
こ
の
際
の
紀
行
文
『
初
午
の
日
記
』（
活
）
一
巻
成
立
。
頼
春
水
の
序
有
り
。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
五
二
※
四
月
、
中
川
経
雅
が
本
居
宣
長
に
麗
女
の
擬
古
物
語
『
野
中
の
清
水
』
を
贈
る
。（「
宣
長
宛
中
川
経
雅
書
簡
」『
本
居
宣
長
全
集
』
別
巻
三
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
九
月
）
○
五
月
、
野
村
公
台
の
紹
介
で
従
一
位
庭
田
重
煕
の
弟
の
明
照
寺
上
人
が
麗
女
宅
を
訪
ね
、
一
晩
中
麗
女
夫
婦
と
文
学
談
義
に
耽
る
。
後
に
上
人
か
ら
『
北
山
抄
』
を
贈
ら
れ
る
。
こ
の
本
は
家
雅
が
書
写
し
た
後
、
豊
宮
崎
文
庫
に
奉
納
さ
れ
た
。
※
八
月
、
宣
長
が
中
川
経
雅
宛
書
簡
の
中
で
『
野
中
の
清
水
』
の
文
体
を
誉
め
、
差
支
え
な
け
れ
ば
添
削
す
る
と
申
し
出
た
た
め
、
経
雅
が
麗
女
に
無
断
で
宣
長
に
添
削
を
依
頼
し
た
。（「
宣
長
宛
中
川
経
雅
書
簡
」『
本
居
宣
長
全
集
』
別
巻
三
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
九
月
）
○
九
月
、『
水
の
調
』（
×
）
三
巻
成
立
。
○
十
一
月
、『
狭
衣
』（
×
）
二
巻
成
立
。
○
『
喜
多
山
』（
活
）
一
巻
成
立
。
○
連
歌
仲
間
の
久
保
倉
弘
典
の
紹
介
に
よ
っ
て
駿
河
国
青
島
村
の
女
性
文
人
、
青
島
某
の
母
と
娘
の
俊
女
が
訪
ね
て
来
る
。
こ
の
後
両
人
と
は
手
紙
や
和
歌
を
取
り
交
わ
す
仲
と
な
る
。
○
こ
の
頃
、
藤
堂
高
朗
の
御
賀
の
詩
を
召
さ
れ
、
寂
照
寺
の
画
僧
月
遷
の
「
老
子
出
関
図
」
に
絶
句
を
添
え
て
奉
る
。
正
確
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
後
月
遷
に
画
を
学
ぶ
よ
う
に
な
る
。
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
戊
戌
四
十
七
歳
○
一
月
一
日
、
夢
中
に
「
小
塩
井
を
け
ふ
若
水
に
汲
初
て
」
と
い
う
上
の
句
を
得
て
、
目
覚
め
た
後
に
「
若
が
へ
る
影
を
う
つ
し
て
よ
ろ
づ
代
の
春
を
汲
し
る
小
塩
井
の
水
」
と
詠
む
。（『
三
の
友
』）
○
春
の
頃
、
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
豊
宮
崎
文
庫
の
月
次
連
歌
会
を
再
興
し
、
そ
の
指
導
者
的
立
場
と
な
る
。
千
田
氏
、
伊
豆
野
氏
の
年
譜
で
は
、
麗
女
の
豊
宮
崎
文
庫
月
次
連
歌
会
再
興
を
安
永
五
年
と
し
て
い
る
が
、
年
代
順
に
麗
女
の
発
句
を
収
め
る
『
麗
女
句
集
』
の
安
永
七
年
条
に
、
春
の
比
よ
り
筑
波
の
道
再
お
こ
り
侍
り
け
る
卯
月
廿
七
日
、
宮
崎
文
庫
の
会
に
詣
つ
べ
く
催
し
玉
へ
し
か
ば
、
為
正
、
光
延
の
両
君
に
聞
へ
侍
る
。荒木
田
麗
女
年
譜
稿
五
三
古
き
跡
は
た
ど
ら
ぬ
山
の
茂
り
哉
言
の
葉
の
う
つ
せ
し
色
よ
夏
木
立
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
永
七
年
に
改
め
た
。
正
確
な
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
光
延
・
為
正
は
安
永
年
間
に
麗
女
の
弟
子
と
な
り
、
連
歌
を
学
ん
で
い
る
。（『
三
の
友
』
序
・
跋
、『
麗
女
句
集
』）
○
龍
草
廬
の
歌
集
『
峯
の
ま
さ
か
き
』
に
序
文
を
贈
る
。
○
『
怪
世
談
』（
活
）
十
六
巻
成
立
。
勢
陽
散
人
井
蛙
斉
の
序
有
り
。
○
七
月
二
十
五
日
、
大
坂
の
漢
詩
人
細
合
半
斎
が
伊
勢
神
宮
参
拝
の
た
め
伊
勢
山
田
を
訪
れ
、
麗
女
宅
に
宿
泊
す
る
。
麗
女
は
田
必
器
（
蒔
田
暢
斎
）・
幸
田
光
隆
、
甥
の
興
正
、
連
歌
社
中
の
光
延
・
為
正
ら
と
と
も
に
半
斎
と
漢
詩
、
発
句
を
詠
み
交
わ
す
。
家
雅
は
半
斎
を
豊
宮
崎
文
庫
や
月
遷
の
も
と
に
案
内
し
た
。
こ
の
旅
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
半
斎
の
詩
集
『
後
神
風
集
』
に
は
、
次
に
挙
げ
る
麗
女
の
漢
詩
と
発
句
が
収
め
ら
れ
る
。
麗
王
先
生
吾
ガ
家
ニ
舎
ス
ヲ
喜
テ
賦
ス
荒
木
田
氏
麗
子
奇
涼
風
榻
ヲ
掃
テ
偶
 

賓
ヲ
邀
フ
。
偏
ニ
喜
ブ
、
雅
筵
世
塵
ヲ
隔
ツ
ヲ
。
秋
色
興
孤
ニ
シ
テ
杯
酒
寂
タ
リ
。
遥
ニ
思
、
髪
ヲ
截
リ
シ
旧
時
ノ
貧
。
又
連
雨
中
短
述
聊
カ
積
鬱
ヲ
慰
シ
奉
ル
連
雨
菊
亭
暗
シ
。
賓
ヲ
留
テ
未
ダ
晴
ヲ
放
タ
ズ
。
雲
煙
毫
末
ヨ
リ
起
リ
、
光
焔
几
辺
ニ
生
ス
。
荒
逕
露
華
冷
カ
ニ
、
小
庭
寒
色
明
也
。
寂
寥
君
若
シ
倦
マ
バ
、
恐
ク
ハ
悩
サ
ン
故
園
ノ
情
。
又
是
ヨ
リ
先
キ
尊
和
ヲ
辱
ス
、
仍
テ
謝
シ
奉
ル
、
再
ビ
芳
韻
ヲ
汚
ス
佳
客
遠
遊
ノ
秋
、
相
ヒ
迎
フ
風
月
ノ
主
。
雁
鴻
北
山
ヨ
リ
下
リ
、
星
斗
南
土
ヲ
照
ス
。
道
ヲ
問
テ
人
堂
ニ
升
リ
、
唫
ヲ
助
テ
竹
戸
ニ
繞
ル
。
豈
ニ
思
ン
ヤ
、
采
毫
ヲ
労
シ
テ
漫
ニ
詩
ヲ
催
ス
雨
ト
作
レ
ト
ハ
。
麗
王
先
生
内
外
の
宮
に
神
拝
し
た
ま
ふ
と
て
我
家
に
舎
り
給
ふ
を
よ
ろ
こ
び
て
、
浜
荻
の
折
し
る
君
が
旅
寝
哉
山
田
荒
木
田
氏
麗
女
麗
王
先
生
此
こ
ろ
我
家
を
旅
の
舎
に
て
な
む
、
し
ば
し
お
は
し
ま
し
け
る
き
の
ふ
、
度
会
光
隆
主
あ
る
じ
ゝ
給
と
て
請
し
聞
へ
玉
へ
る
。
雨
の
は
れ
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
五
四
間
な
か
り
し
か
ば
、
や
が
て
留
め
給
ひ
に
け
る
。
け
ふ
も
さ
て
お
は
し
ま
し
て
、
夕
つ
か
た
は
帰
り
た
ま
ひ
ぬ
べ
う
せ
う
そ
こ
あ
る
を
、
う
れ
し
う
待
聞
ゆ
れ
ど
、
あ
な
た
も
め
づ
ら
し
き
宝
家
に
て
い
つ
き
聞
え
た
ま
ひ
、
主
は
轄
を
投
る
心
の
ま
め
や
か
な
る
べ
く
、
は
た
道
の
ほ
ど
、
泥
を
銜
て
帰
た
ま
は
む
も
か
た
じ
け
な
く
、
か
き
く
ら
す
空
に
は
月
毛
の
駒
も
ま
う
け
が
た
く
、
か
た
 

に
い
と
お
ぼ
つ
か
な
け
れ
ど
、
務
め
て
思
ふ
事
と
て
、松
か
げ
や
か
ご
と
が
ま
し
き
秋
の
雨
同
葉
月
は
じ
め
、
合
先
生
わ
か
れ
を
つ
げ
て
出
立
給
は
ん
と
す
。
は
た
同
じ
国
な
る
河
曲
郡
と
か
や
に
も
立
寄
た
ま
ふ
る
よ
し
聞
て
、
む
ま
の
は
な
む
け
に
、
行
め
ぐ
る
影
や
あ
ま
ね
き
秋
の
月
同
浦
の
名
の
二
見
や
か
け
て
松
の
秋
同
○
こ
の
年
、
伊
勢
白
子
の
和
学
者
村
田
橋
彦
が
、
麗
女
の
発
句
を
求
め
て
書
状
を
送
っ
て
く
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始
ま
る
。
こ
の
後
麗
女
は
橋
彦
か
ら
陸
奥
の
忍
ぶ
摺
の
紙
や
宮
城
野
の
萩
を
贈
ら
れ
る
。（『
麗
女
句
集
』）
※
家
雅
、『
新
撰
字
鏡
』・『
大
中
臣
系
図
』
を
書
写
。
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
己
亥
四
十
八
歳
○
四
月
二
日
、
村
田
橋
彦
が
初
め
て
麗
女
宅
を
訪
ね
て
来
る
。（『
麗
女
文
集
下
』）
○
こ
の
頃
『
麗
女
句
集
』
一
巻
（
写
）
成
立
か
。
正
式
な
成
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
安
永
八
年
五
月
ま
で
の
連
歌
発
句
を
収
め
る
た
め
、
仮
に
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。
※
九
月
、
家
雅
が
『
歌
躰
約
言
』
を
書
写
。
○
十
月
、『
心
の
種
』（
写
）
七
巻
成
立
。「
睦
月
末
悟
心
禅
師
に
送
辞
」（
写
）
一
編
、「
安
永
八
年
初
冬
雨
灰
之
記
」（
写
）
一
編
成
立
。（『
麗
女
文
集
下
』）
○
十
一
月
、
西
行
谷
を
訪
ね
、「
西
行
谷
法
楽
連
歌
」（
写
）
四
十
三
句
を
詠
む
。「
安
永
八
年
霜
月
廿
日
記
冬
の
霜
」（
写
）
一
編
成
立
。（『
鵙
の
草
ぐ
き
・
竹
の
落
葉
』、『
麗
女
文
集
下
』）
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
五
五
※
安
永
八
年
成
立
の
龍
草
廬
『
草
廬
詩
集
』
五
篇
に
、
安
永
二
年
条
で
述
べ
た
家
雅
の
五
十
の
賀
を
祝
う
詩
と
、
麗
女
が
草
廬
に
刺
繍
を
施
し
た
布
と
詩
を
贈
っ
た
際
の
返
礼
の
詩
、
及
び
、
麗
女
に
贈
っ
た
詩
二
編
の
計
四
編
が
収
載
さ
れ
る
。
伊
勢
ノ
慶
君
ガ
内
子
荒
氏
、
親
ラ
一
綿
帒
ヲ
製
シ
、
手
ヅ
カ
ラ
蛮
様
ノ
花
文
ヲ
繍
刺
ス
。
且
新
詩
一
章
ヲ
附
テ
、
以
テ
恵
マ
ル
ヲ
見
ル
ニ
、
詩
ト
云
ヒ
、
繍
ト
云
ヒ
、
絢
爛
目
ヲ
奪
フ
。
殆
ド
塵
寰
中
ノ
女
巧
ニ
非
ザ
ル
ナ
リ
。
称
歎
ノ
餘
リ
、
叨
リ
ニ
其
韻
ヲ
次
ギ
テ
厚
意
ヲ
謝
ス
ト
云
フ
佩
帒
天
涯
相
贈
リ
来
ル
憶
君
ガ
燈
下
独
リ
縫
裁
セ
シ
ブ
ヲ
、
銀
針
彩
筆
工
ヲ
争
フ
處
、
若
蘭
錦
字
ノ
才
ニ
何
ノ
譲
ラ
ン
。
こ
の
草
廬
の
詩
及
び
、『
日
本
詩
史
』
に
お
け
る
江
村
北
海
の
麗
女
評
に
よ
り
、
麗
女
は
明
治
大
正
期
の
女
子
教
育
の
場
面
で
、
文
才
と
婦
徳
を
兼
ね
備
え
た
賢
婦
人
と
し
て
称
揚
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。『
再
訂
高
等
女
子
読
本
巻
八
』（
明
治
書
院
、
一
九
〇
六
年
一
月
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。
上
下
三
千
年
間
の
女
流
に
つ
い
て
、
文
学
者
と
称
す
べ
き
者
を
求
む
れ
ば
、
紫
式
部
・
清
少
納
言
を
首
と
し
、
次
々
に
、
数
ふ
可
き
者
、
少
か
ら
ず
。
さ
れ
ど
、
女
流
中
に
、
修
史
家
あ
り
や
と
、
い
は
ば
、
こ
れ
と
、
答
へ
て
、
挙
ぐ
べ
き
者
は
、
幾
人
も
な
し
。
余
が
管
見
の
及
ぶ
所
は
、
伊
勢
の
荒
木
田
氏
一
人
の
み
な
ら
む
。（
略
）
大
鏡
の
体
に
な
ら
ひ
、
高
倉
帝
・
安
徳
帝
、
二
代
の
事
を
記
し
て
、「
月
の
行
方
」
二
巻
を
著
す
。
弥
世
継
の
、
今
の
世
に
失
せ
た
る
を
、
補
は
む
と
な
り
。
後
、
又
、
増
鏡
の
次
を
、
慶
長
ま
で
、
書
き
つ
づ
け
て
、「
池
の
藻
屑
」
十
四
巻
を
著
せ
り
。
（
略
）
か
く
、
文
学
に
勝
れ
た
る
は
、
婦
人
の
職
た
る
、
縫
織
の
事
に
は
、
劣
れ
る
所
あ
ら
む
と
、
見
れ
ば
、
こ
れ
、
亦
、
大
に
、
す
ぐ
れ
た
り
と
、
い
へ
り
。
江
村
北
海
が
記
せ
る
も
の
に
、「
幼
に
し
て
穎
悟
、
保
姆
の
訓
戒
を
侯
た
ず
し
て
、
婉
娩
聴
従
な
り
。
組
袵
・
裁
縫
を
始
と
し
て
、
諸
の
女
工
、
精
妙
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
中
饋
の
暇
に
は
、
読
書
に
従
事
し
て
、
見
聞
、
愈
々
博
し
」
と
、
書
け
り
。
な
ほ
、
證
拠
と
す
べ
き
は
、
龍
草
廬
の
詩
集
に
、「
伊
勢
の
慶
君
の
内
子
荒
木
田
氏
、
み
づ
か
ら
、
一
綿
布
を
製
し
、
手
づ
か
ら
、
蛮
様
の
花
文
を
繍
刺
し
、
且
新
詩
一
章
を
附
け
て
恵
ま
る
。
詩
と
い
ひ
、
繍
と
い
ひ
、
絢
爛
目
を
奪
ふ
。
殆
、
塵
寰
中
の
女
巧
に
あ
ら
ず
。
称
嘆
の
あ
ま
り
、
其
の
韻
を
次
ぎ
て
、
厚
意
を
謝
す
」
と
、
い
へ
る
詞
あ
り
。
こ
れ
に
て
、
女
工
の
す
ぐ
れ
た
る
こ
と
も
知
ら
る
。（
略
）
実
に
、
た
ぐ
ひ
稀
な
る
人
と
、
い
ふ
べ
し
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
庚
子
四
十
九
歳
○
試
筆
「
あ
た
ら
し
き
年
に
今
日
は
た
立
そ
ひ
て
春
の
光
の
さ
し
も
の
ど
け
き
」、「
と
し
ぞ
こ
へ
春
さ
へ
た
つ
の
日
の
光
」。（『
麗
女
文
集
下
』）
○
一
月
、「
元
日
試
筆
」（
写
）
一
編
、「
お
な
じ
月
六
日
記
」（
写
）
一
編
、「
同
十
三
日
記
」（
写
）
一
編
、「
同
十
五
日
の
記
」（
写
）
一
編
、「
同
十
六
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
五
六
日
為
正
子
に
贈
る
辞
」（
写
）
一
編
、「
睦
月
廿
五
日
菅
神
法
楽
」（
写
）
一
編
、「
睦
月
末
悟
心
禅
師
に
送
辞
」（
写
）
一
編
成
立
。（『
麗
女
文
集
下
』）
○
二
月
、「
為
正
主
に
こ
た
ふ
る
文
」（
写
）
一
編
成
立
。（『
麗
女
文
集
下
』）
○
三
月
、「
短
丘
君
の
和
歌
に
答
」（
写
）
一
編
成
立
。（『
麗
女
文
集
下
』）
○
七
月
、
病
に
臥
す
。「
病
よ
り
た
つ
の
記
」（
写
）
一
編
成
立
。（『
麗
女
文
集
下
』）
○
九
月
、「
九
月
十
八
日
の
辞
」（
写
）
一
編
成
立
。（『
麗
女
文
集
下
』）
○
こ
の
頃
麗
女
夫
婦
は
連
歌
社
中
の
忠
品
・
為
正
・
弘
典
と
と
も
に
豊
宮
川
を
舟
で
遡
り
、
伊
勢
度
会
郡
一
之
瀬
谷
の
鸚
鵡
石
を
訪
れ
る
。
こ
の
際
の
様
子
を
記
し
た
紀
行
文
『
慶
徳
麗
女
鸚
鵡
石
清
遊
記
』（
活
）
一
巻
成
立
。
○
本
居
宣
長
が
麗
女
の
『
野
中
の
清
水
』
に
朱
筆
で
添
削
・
批
評
を
加
え
た
『
野
中
の
清
水
添
削
』
の
、
小
篠
敏
に
よ
る
写
本
が
こ
の
年
に
成
立
し
て
い
る
。
安
永
六
年
か
ら
こ
の
頃
に
か
け
て
、
宣
長
と
の
間
に
、
擬
古
物
語
を
執
筆
す
る
際
の
和
文
体
に
つ
い
て
争
っ
た
『
野
中
の
清
水
』
論
争
が
起
こ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
麗
女
は
『
野
中
の
清
水
添
削
』
に
対
し
『
馬
く
さ
り
』（
×
）、『
本
居
宣
長
慶
徳
麗
女
難
陳
』（
活
）
を
書
い
て
反
論
。
宣
長
も
そ
れ
ら
に
対
し
て
反
論
書
を
送
っ
た
。
奥
田
三
角
が
間
に
入
っ
て
論
争
を
取
り
持
つ
が
、
両
者
譲
ら
ず
決
裂
し
た
。（
石
村
雍
子
氏
編
「
本
居
宣
長
慶
徳
麗
女
難
陳
」
『
野
中
の
清
水
』
私
家
版
、
一
九
六
三
年
一
〇
月
）
こ
の
頃
麗
女
の
擬
古
物
語
は
、
小
津
桂
窓
・
清
水
浜
臣
等
の
和
学
者
に
受
容
さ
れ
、
高
評
価
を
得
て
い
た
。
桂
窓
は
「
麗
女
の
事
、
和
漢
に
も
無
候
哉
と
も
御
賞
美
、
御
尤
に
奉
存
候
。
和
文
は
近
来
の
達
人
に
て
、
文
に
お
い
て
は
小
子
は
本
居
翁
よ
り
信
仰
に
御
座
候
」
と
述
べ
、
浜
臣
も
ま
た
麗
女
の
物
語
を
殊
に
賞
美
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。（
石
水
博
物
館
蔵
「
川
喜
田
久
大
夫
宛
小
津
桂
窓
書
簡
」）
○
『
荒
木
田
詩
稿
』（
×
）
成
立
。
細
合
半
斎
の
序
有
り
。
○
こ
の
年
成
立
の
幸
田
光
貞
の
和
歌
集
『
松
花
集
』
に
序
文
を
贈
る
。
※
家
雅
、『
井
谷
宮
伝
并
信
濃
宮
伝
』
を
書
写
。
天
明
元
年
（
安
永
十
年
、
四
月
二
日
改
元
、
一
七
八
一
）
辛
丑
五
十
歳
○
年
始
、「
蘭
の
画
賛
」（
×
）、「
竹
の
画
賛
」（
写
）、「
梅
の
画
賛
」（
×
）
成
立
。
○
二
月
、「
如
月
二
十
五
日
辞
」（
写
）
一
編
、「
同
二
十
八
日
辞
」（
写
）
一
編
成
立
。（『
麗
女
文
集
下
』）
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
五
七
○
三
月
、「
上
巳
詞
」（
写
）
一
編
、「
杉
の
下
道
」（
写
）
一
編
成
立
。（『
麗
女
文
集
下
』）
○
三
月
十
日
、
麗
女
五
十
の
賀
が
催
さ
れ
、
木
村
蒹
葭
堂
・
龍
草
廬
・
奥
田
三
角
・
悟
心
禅
師
等
の
文
人
か
ら
祝
い
の
詩
歌
が
贈
ら
れ
る
。
里
村
昌
桂
か
ら
は
、
柳
営
連
歌
の
際
に
焚
か
れ
た
お
香
の
余
り
を
贈
ら
れ
る
。
出
雲
高
文
（
大
僕
）
か
ら
は
詩
を
、
そ
の
姉
武
子
か
ら
は
和
歌
を
贈
ら
れ
た
。（『
み
な
と
の
浪
』）
○
九
月
九
日
、
五
十
に
な
っ
た
感
慨
を
「
影
う
つ
す
我
さ
へ
し
ら
ぬ
お
き
な
草
は
な
の
か
ゞ
み
の
谷
の
下
水
」
と
詠
む
。（『
三
の
友
』）
○
藤
堂
武
子
六
十
の
賀
に
、「
匂
ふ
香
の
宿
に
三
千
代
を
契
り
つ
ゝ
あ
く
ま
で
花
に
な
れ
て
す
む
ら
ん
」
と
の
祝
歌
と
、「
三
千
と
せ
」
と
い
う
果
物
を
贈
る
。（『
三
の
友
』）
○
こ
の
頃
、
藤
堂
高
朗
が
麗
女
の
『
桃
源
』
を
読
み
、「
和
文
に
は
こ
は
 

し
き
名
な
り
」
と
言
っ
て
、
題
名
を
『
藤
の
岩
屋
』
と
改
め
た
。
※
家
雅
、『
弁
宦
鈔
』
を
書
写
。
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
壬
寅
五
十
一
歳
○
春
、
夫
と
と
も
に
京
都
・
摂
津
・
播
磨
・
大
和
の
各
地
を
旅
す
る
。
京
に
て
龍
草
廬
と
面
会
。
こ
の
際
の
紀
行
文
『
後
午
の
日
記
』（
活
）
一
巻
成
立
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
癸
卯
五
十
二
歳
○
こ
の
頃
『
鵙
の
草
ぐ
き
・
竹
の
落
葉
』（
写
）
合
一
巻
、『
麗
女
連
歌
発
句
評
・
麗
女
独
吟
百
韻
』（
写
）
合
一
巻
成
立
か
。
○
奥
田
三
角
死
去
（
八
十
一
歳
）。
麗
女
、
三
角
を
悼
み
、
い
つ
の
ま
に
里
を
か
れ
け
ん
ほ
と
ゝ
ぎ
す
ふ
り
行
音
だ
に
惜
ま
れ
し
世
に
入
跡
や
有
明
も
う
き
夏
の
雲
世
々
残
す
名
を
た
ち
花
の
か
ほ
り
哉
と
の
和
歌
と
発
句
を
詠
む
。（『
三
の
友
』）
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
甲
辰
五
十
三
歳
よ
し
か
ね
○
六
月
二
十
六
日
、
伊
勢
の
野
村
氏
義
の
次
男
佳
包
（
七
歳
）
を
養
子
と
す
る
。
佳
包
は
号
三
寿
軒
・
枝
翁
。
字
宇
卿
。
別
称
隼
人
・
左
京
・
淇
斎
。
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
生
。
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
没
。
こ
れ
以
降
、
家
雅
・
麗
女
・
佳
包
・
手
代
二
人
で
の
生
活
と
な
る
。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
五
八
麗
女
夫
婦
が
養
子
を
迎
え
た
年
月
に
つ
い
て
、
伊
豆
野
氏
、
千
田
氏
は
天
明
二
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
の
年
次
の
錯
乱
に
よ
る
誤
認
で
あ
り
、
倉
本
昭
氏
の
『
天
明
四
年
甲
辰
冬
丹
羽
様
御
系
図
書
継
候
覚
書
』
の
調
査
に
よ
っ
て
天
明
四
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
野
村
家
は
丹
羽
氏
十
二
代
目
で
あ
る
氏
信
の
三
男
、
信
氏
を
初
代
と
す
る
家
柄
で
あ
る
。
こ
の
家
か
ら
養
子
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
麗
女
夫
婦
は
三
草
藩
第
三
代
藩
主
氏
福
に
養
子
縁
組
の
願
書
を
提
出
し
、
許
可
さ
れ
た
。（
倉
本
昭
氏
「
慶
徳
如
松
・
麗
女
夫
婦
と
丹
羽
家
（
二
）」『
日
本
文
学
研
究
』
三
六
、
二
〇
〇
一
年
一
月
）
な
お
、
千
田
氏
・
伊
豆
野
氏
は
養
子
入
り
の
際
の
佳
包
の
年
齢
を
五
歳
と
し
て
い
る
が
、
養
子
入
り
の
年
次
が
二
年
ず
れ
た
こ
と
と
、「
安
永
七
生
、
天
保
十
四
年
九
月
十
五
日
、
六
十
六
歳
没
」
と
の
川
端
義
夫
氏
編
『
伊
勢
度
会
人
物
誌
』（
古
川
書
店
、
一
九
七
五
年
八
月
）
の
記
事
に
よ
っ
て
七
歳
に
改
め
た
。
こ
の
後
麗
女
は
育
児
に
追
わ
れ
、
し
ば
し
文
学
活
動
か
ら
遠
ざ
か
る
。
※
七
月
二
十
四
日
、
養
子
縁
組
に
関
す
る
奉
書
と
と
も
に
、
三
草
藩
家
老
丹
羽
次
郎
三
郎
よ
り
、
家
雅
に
丹
羽
家
の
系
譜
作
成
を
命
じ
る
書
状
が
届
く
。
家
雅
は
八
月
二
十
五
日
に
江
戸
の
丹
羽
半
左
衛
門
、
丹
羽
次
郎
三
郎
に
宛
て
て
承
諾
の
返
事
を
出
し
、
丹
羽
家
の
菩
提
寺
で
の
過
去
帳
・
位
牌
等
の
調
査
に
取
り
掛
か
っ
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
結
果
と
、『
姉
川
合
戦
記
』・『
織
田
軍
記
』・『
京
都
将
軍
家
譜
』・『
太
平
記
』・『
後
太
平
記
』・『
後
太
平
記
評
判
』
・『
信
玄
全
書
軍
鑑
之
巻
』・『
慈
松
院
殿
記
』・『
関
原
軍
記
』・『
太
閤
記
』・『
豊
臣
秀
吉
家
譜
』・『
長
久
手
合
戦
記
』・『
浪
花
軍
記
』・『
難
波
戦
記
』・
『
難
太
平
記
』・『
日
本
王
代
一
覧
』・『
本
朝
三
国
志
』・『
本
朝
武
林
伝
』・『
三
河
後
風
土
記
』・『
大
系
図
』・『
武
家
系
図
』・『
丹
羽
半
兵
衛
家
系
図
』・
『
藩
翰
譜
』・『
斯
波
軍
記
』・『
武
鑑
』・『
諸
国
城
主
記
』
等
を
資
料
と
し
て
系
図
を
作
成
。
同
年
十
一
月
に
完
成
し
、
丹
羽
主
家
と
家
老
丹
羽
家
に
提
出
し
た
。
そ
の
後
も
、
丹
羽
家
か
ら
は
度
々
家
雅
に
補
足
調
査
の
依
頼
が
届
い
た
。
こ
の
家
雅
作
成
の
系
譜
は
、
丹
羽
家
で
作
成
さ
れ
た
『
播
磨
三
草
丹
羽
家
譜
』
に
一
部
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。（
倉
本
昭
氏
「
慶
徳
如
松
・
麗
女
夫
婦
と
丹
羽
家
（
一
）（
二
）（
三
）（
四
）」）
※
野
村
公
台
（
東
皐
）
が
死
去
（
六
十
八
歳
）。
※
家
雅
、『
慈
照
院
殿
記
』
を
書
写
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
乙
巳
五
十
四
歳
○
六
月
二
十
六
日
、
佳
包
を
養
子
に
迎
え
て
一
年
目
の
記
念
日
に
、「
か
ぞ
ふ
れ
ば
こ
と
し
二
葉
の
撫
子
も
は
な
こ
そ
去
年
に
咲
増
り
け
れ
」
と
詠
む
。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
五
九
（『
三
の
友
』）
○
八
月
十
六
日
、
豊
宮
崎
文
庫
月
次
連
歌
会
に
て
、
月
見
探
題
連
歌
・
歌
題
探
題
連
歌
を
行
う
。
連
衆
は
麗
女
・
家
雅
・
為
正
・
光
延
・
福
鳩
・
忠
品
・
弘
典
。（『
み
な
と
の
浪
』）
○
九
月
、
豊
宮
崎
文
庫
月
次
連
歌
会
に
て
探
題
連
歌
を
行
う
。
連
衆
は
麗
女
・
家
雅
・
福
鳩
・
弘
典
・
為
正
・
光
延
・
忠
品
。
※
麗
女
の
連
歌
発
句
が
家
雅
・
光
延
・
為
正
の
句
と
と
も
に
四
山
亭
巴
水
編
の
連
歌
俳
諧
集
『
四
山
集
』（
天
明
五
年
刊
）
に
入
集
す
る
。
四
山
亭
と
て
四
つ
の
時
う
つ
り
か
は
る
な
が
め
に
あ
け
る
山
住
を
な
ん
と
へ
る
歌
、
唐
の
も
大
和
の
も
も
の
す
べ
く
、
人
の
も
よ
ほ
し
お
こ
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
お
な
じ
心
な
る
人
々
そ
ゝ
の
か
し
侍
る
と
て
、
連
歌
は
四
の
時
に
あ
て
ゝ
、
め
で
ゝ
す
む
人
を
あ
る
じ
や
花
の
山
麗
女
初
声
は
君
の
み
き
か
ん
郭
公
雅
山
風
や
月
も
お
も
は
む
す
み
ど
こ
ろ
為
正
四
方
に
見
ん
山
辺
や
こ
ゝ
ろ
雪
の
花
光
延
○
こ
の
頃
、
随
筆
『
み
な
と
の
浪
』
一
巻
（
写
）
成
立
か
。
正
式
な
成
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
中
に
天
明
五
年
九
月
ま
で
の
記
事
が
あ
る
た
め
、
仮
に
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
丙
午
五
十
五
歳
○
養
父
武
遇
の
三
十
三
回
忌
に
、
光
延
、
為
正
の
勧
め
で
追
悼
連
歌
を
巻
く
。
発
句
は
「
三
十
年
の
後
ま
で
と
へ
と
雪
の
跡
」。（『
三
の
友
』）
○
山
田
奉
行
一
色
兵
庫
頭
義
恭
か
ら
、
東
武
の
女
子
の
筆
に
成
る
孔
明
の
画
の
賛
と
、
発
句
、
和
歌
を
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
和
文
の
代
作
を
命
じ
ら
れ
る
。
○
こ
の
頃
よ
り
毎
月
二
十
五
日
を
文
筆
依
頼
を
受
け
る
日
と
定
め
た
と
こ
ろ
、
二
十
二
日
頃
か
ら
扇
面
や
短
冊
が
届
き
、
文
机
に
堆
く
積
み
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
執
筆
依
頼
は
春
、
夏
に
は
少
な
く
、
八
月
か
ら
十
一
月
に
多
か
っ
た
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
丁
未
五
十
六
歳
○
『
三
の
友
』（
写
）
一
巻
成
立
。
源
為
正
・
藤
原
散
人
の
序
、
家
雅
・
橘
光
延
の
跋
有
り
。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
六
〇
※
家
雅
、『
国
歌
八
論
並
斥
非
』
を
書
写
。
※
足
代
弘
訓
が
、『
宇
津
保
物
語
』
の
版
本
・
麗
女
校
訂
本
・
田
中
道
麿
本
・
玉
琴
本
を
用
い
て
、
さ
る
堂
上
家
所
蔵
本
を
校
合
し
、『
宇
津
保
物
語
』
二
十
巻
（
神
宮
文
庫
蔵
、
三
門
１
５
６
０
）
を
作
成
す
る
。
本
書
は
嘉
永
二
年
に
豊
宮
崎
文
庫
に
奉
納
さ
れ
た
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
戌
申
五
十
七
歳
○
尾
張
津
島
神
社
の
神
官
で
、
横
井
也
有
の
俳
友
で
あ
る
文
人
の
真
野
雲
史
（
豊
綱
）
が
、
本
居
宣
長
の
紹
介
に
よ
っ
て
麗
女
を
訪
問
。
そ
の
際
の
雲
史
の
紀
行
文
『
雲
史
伊
勢
紀
行
』
に
は
、
宣
長
と
麗
女
の
互
い
に
対
す
る
評
価
が
記
さ
れ
る
。
宣
長
は
麗
女
を
「
女
義
に
は
稀
有
な
る
者
な
れ
ど
も
、
漢
学
に
耽
り
詩
作
等
を
出
精
、
一
む
き
に
皇
朝
の
真
学
な
ら
ず
。
聊
志
齟
齬
す
る
事
有
故
、
近
く
は
絶
交
同
意
な
り
」
と
批
判
し
な
が
ら
も
、
宇
治
山
田
で
は
麗
女
を
訪
ね
る
よ
う
に
と
勧
め
て
い
る
。
一
方
麗
女
は
宣
長
に
つ
い
て
、「
本
居
御
知
る
人
に
御
な
り
被
成
候
よ
し
。
定
て
御
本
国
に
て
も
高
名
た
る
べ
く
、
寔
に
当
時
の
豪
才
に
て
、
人
尊
信
す
る
事
神
の
如
く
に
し
侍
れ
共
、
自
ら
は
い
さ
ゝ
か
心
得
た
が
ふ
事
あ
な
れ
ば
、
信
さ
ら
に
な
し
」
と
述
べ
た
後
、
そ
の
『
古
事
記
』・『
万
葉
集
』
を
重
視
す
る
学
問
体
系
を
「
甚
だ
狭
少
の
御
事
」
と
批
判
し
た
。
麗
女
は
宣
長
に
つ
い
て
論
じ
た
後
、「
初
知
遠
境
の
御
人
な
れ
共
、
尋
玉
へ
る
深
切
は
ひ
と
へ
に
旧
知
の
思
ひ
に
て
、
所
存
の
こ
し
参
ら
す
事
な
し
。
い
と
御
恥
か
し
き
事
に
こ
そ
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
麗
女
の
見
解
を
聞
い
て
、
雲
史
は
麗
女
を
「
流
弁
よ
ど
み
な
く
、
至
理
の
的
当
驚
嘆
す
る
ば
か
り
也
。（
略
）
誠
に
貴
女
は
紫
清
の
再
び
生
れ
出
た
る
な
ら
ん
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。
ま
た
、「
慶
徳
氏
の
内
室
に
予
た
い
め
ん
し
て
云
、
貴
女
の
御
事
、
こ
た
び
松
坂
な
る
本
居
の
も
と
に
て
は
じ
め
て
承
り
、
神
境
に
来
り
な
ば
必
し
も
問
ひ
ま
い
ら
せ
ん
と
楽
し
み
思
ひ
し
が
、
つ
ら
 

思
ひ
返
せ
ば
女
義
の
御
事
也
。
殊
に
他
境
よ
り
来
り
て
申
入
れ
、
御
ゆ
る
し
な
き
に
於
て
は
い
さ
ゝ
か
め
い
も
く
な
き
心
地
な
れ
ば
、
い
か
ゞ
有
ら
ん
と
猶
予
の
心
出
き
た
る
に
、
一
昨
夜
御
同
氏
三
郎
大
夫
ど
の
に
た
い
め
ん
し
、
素
意
を
談
じ
合
け
る
に
、
い
と
 

た
わ
や
す
げ
な
り
。
明
日
さ
う
 

に
通
じ
置
可
申
間
、
勝
手
に
御
尋
訪
申
す
べ
き
由
し
め
し
聞
え
け
る
侭
、
今
日
推
参
、
早
速
御
逢
た
び
け
る
事
悦
び
不
過
之
」
と
の
記
述
か
ら
は
、
他
国
の
文
人
が
麗
女
と
の
対
面
を
望
ん
だ
際
に
は
ま
ず
家
雅
が
面
会
し
、
許
可
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
雲
史
『
雲
史
伊
勢
紀
行
』）
○
八
月
、『
荒
木
田
麗
女
句
文
』（
写
）
一
巻
成
立
。
※
里
村
昌
桂
が
死
去
（
五
十
六
歳
）。
※
江
村
北
海
が
死
去
（
七
十
六
歳
）。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
六
一
※
家
雅
、『
女
房
官
品
・
女
房
餝
抄
』
を
書
写
。
寛
政
元
年
（
天
明
九
年
、
一
月
二
十
五
日
改
元
、
一
七
八
九
）
己
酉
五
十
八
歳
※
家
雅
、『
樵
夫
東
林
記
』
を
書
写
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
庚
戌
五
十
九
歳
○
里
村
昌
桂
の
跡
を
継
い
だ
昌
逸
か
ら
、「
田
舎
宗
匠
」
を
許
す
の
で
上
洛
す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
る
が
、「
拙
き
名
の
世
に
ひ
ろ
く
な
ら
ん
こ
と
は
、
ね
が
は
し
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
辞
退
す
る
。
麗
女
が
自
身
の
名
声
を
疎
ま
し
く
思
っ
て
い
た
こ
と
は
、「
釜
谷
数
馬
宛
書
簡
」（『
慶
徳
麗
女
遺
墨
』）
に
「
近
き
比
名
の
世
上
へ
流
行
い
た
し
候
こ
と
さ
へ
隠
逸
の
せ
ん
な
く
、
一
入
の
愁
ニ
候
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
○
麗
女
と
家
雅
共
同
作
成
の
『
要
書
目
録
』（
×
）
三
巻
成
立
。
本
書
は
二
人
の
蔵
書
目
録
、
も
し
く
は
参
照
し
た
書
物
の
一
覧
と
み
ら
れ
る
。（『
慶
徳
（
荒
木
田
）
麗
女
遺
墨
展
覧
会
目
録
』
神
宮
文
庫
編
、
一
九
五
五
年
）
※
家
雅
、『
日
光
山
御
供
記
』
を
書
写
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
辛
亥
六
十
歳
○
七
月
、
柳
営
連
歌
師
瀬
川
昌
徳
が
来
勢
し
、
麗
女
の
家
に
宿
泊
す
る
。
麗
女
は
昌
徳
を
豊
宮
崎
文
庫
の
連
歌
会
に
招
き
、
昌
徳
か
ら
連
歌
の
秘
事
を
伝
授
さ
れ
る
。
※
八
月
十
一
日
、
家
雅
、
林
崎
文
庫
へ
『
管
見
記
』
を
奉
納
。
※
家
雅
、『
六
窓
塵
談
』
を
書
写
。
○
八
月
二
十
一
日
、
家
雅
死
去
（
六
十
八
歳
）。
浦
口
町
旦
過
山
に
葬
ら
れ
る
。
墓
石
碑
面
に
は
「
故
陶
蕭
雅
墓
」、
墓
碑
銘
は
、
雅
字
如
松
、
実
笠
井
氏
次
男
、
有
レ
故
昌
二
母
姓
一
、
称
二
慶
滋
氏
一
、
継
二
慶
徳
家
一
、
為
二
武
遇
嗣
子
一
、
以
二
麗
女
一
為
レ
妻
焉
、
寛
政
三
辛
亥
歳
、
八
月
二
十
一
日
、
六
十
八
歳
卒
、
と
記
さ
れ
る
。（
三
村
竹
清
「
伊
勢
と
篆
刻
家
」『
三
村
竹
清
集
』
五
、
青
裳
堂
、
一
九
八
三
年
五
月
）
家
雅
の
遺
言
に
よ
っ
て
、
麗
女
は
引
き
続
き
豊
宮
崎
文
庫
で
の
月
次
連
歌
会
と
、
自
宅
で
の
月
次
連
歌
会
を
指
導
す
る
。
以
降
、
家
事
を
佳
包
に
任
せ
る
。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
六
二
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
壬
子
六
十
一
歳
※
こ
の
年
、
佳
包
が
神
宮
師
職
に
就
く
。（
十
五
歳
）
※
中
川
経
雅
編
纂
の
、
諸
家
の
名
文
を
集
め
た
和
文
集
『
清
渚
集
』
に
、『
大
江
の
賦
』・『
豊
臣
の
辞
』・『
鏡
石
の
記
』・『
野
中
の
清
水
』・『
五
葉
』
が
収
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
野
中
の
清
水
』
は
麗
女
の
原
文
で
は
な
く
、『
野
中
の
清
水
添
削
』
に
お
い
て
本
居
宣
長
が
校
訂
を
加
え
た
本
文
を
採
用
し
て
い
る
。
※
龍
草
廬
死
去
（
七
十
九
歳
）。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
甲
寅
六
十
三
歳
○
「
母
五
十
回
に
」（
写
）
一
編
成
立
。（『
麗
女
文
集
下
』）
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
丁
巳
六
十
六
歳
※
二
月
、
中
川
経
雅
が
張
込
屏
風
を
調
え
る
左
八
定
統
に
、
麗
女
の
揮
亳
し
た
扇
面
一
枚
を
贈
っ
て
い
る
。
麗
女
が
頻
繁
に
扇
や
短
冊
に
揮
毫
を
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』
や
『
麗
女
句
集
』
に
記
述
さ
れ
る
が
、
経
雅
も
麗
女
の
扇
面
を
求
め
た
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（『
経
雅
神
主
主
筆
記
』、
倉
本
昭
氏
「『
清
渚
集
』
に
お
け
る
綾
足
・
秋
成
・
麗
女
」『
近
世
文
芸
研
究
』
四
九
、
一
九
九
五
年
）
○
十
月
朔
日
、
三
番
目
の
兄
息
雅
が
死
去
（
七
十
七
歳
）。
息
雅
を
悼
ん
で
「
今
日
か
ゝ
る
袖
に
や
は
と
ふ
時
雨
月
」、「
死
出
の
山
越
な
ん
君
が
跡
つ
け
て
を
く
る
も
道
の
し
る
べ
と
も
な
れ
」
と
詠
む
。
こ
の
後
「
息
雅
神
主
追
悼
辞
」（
写
）
一
編
を
執
筆
。（『
麗
女
文
集
下
』）
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
戌
午
六
十
七
歳
○
「
贈
田
必
器
辞
」（
写
）
一
編
成
立
。
田
必
器
は
、
伊
勢
山
田
の
書
家
、
蒔
田
暢
斎
。（『
麗
女
文
集
下
』）
※
中
川
経
雅
が
「
江
戸
上
野
山
下
下
谷
二
丁
目
闇
暗
横
町
入
口
桐
原
与
一
」
と
い
う
人
物
に
、
麗
女
の
『
大
江
の
賦
』・『
豊
臣
の
辞
』・『
鏡
石
の
記
』
を
貸
し
出
す
。
こ
こ
か
ら
は
麗
女
の
著
作
が
江
戸
へ
と
伝
播
し
て
行
く
経
緯
が
見
て
取
れ
る
。（『
経
雅
神
主
主
筆
記
』、
倉
本
昭
氏
「『
清
渚
集
』
に
お
け
る
綾
足
・
秋
成
・
麗
女
」『
近
世
文
芸
研
究
』
四
九
、
一
九
九
五
年
）
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
庚
申
六
十
九
歳
○
十
一
月
十
二
日
、
佳
包
が
初
め
て
月
次
連
歌
会
に
参
加
。
付
句
を
巧
み
に
こ
な
し
た
の
で
麗
女
は
喜
び
、「
初
草
の
色
め
づ
ら
し
き
冬
野
哉
」
の
句
を
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
六
三
詠
ん
だ
。（『
麗
女
句
稾
』）
享
和
元
年
（
寛
政
十
三
年
、
二
月
五
日
改
元
、
一
八
〇
一
）
辛
酉
七
十
歳
○
古
稀
の
感
慨
を
、
元
日
明
て
今
朝
老
あ
ら
は
な
り
門
の
松
朔
日
試
筆
に
古
へ
も
稀
に
見
つ
ら
ん
花
ざ
か
り
七
十
に
た
り
侍
る
と
し
の
春
古
へ
も
有
き
や
稀
に
み
つ
の
春
と
、
詠
む
。（
伊
豆
野
タ
ツ
氏
「
慶
徳
麗
女
」『
瑞
垣
』
一
一
六
、
一
九
七
八
年
一
一
月
）
○
佳
包
・
親
戚
・
連
歌
社
中
の
人
々
・
和
歌
の
門
人
に
よ
っ
て
、
麗
女
七
十
の
賀
が
催
さ
れ
る
。
細
合
半
斎
か
ら
祝
い
の
詩
を
贈
ら
れ
る
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
壬
戌
七
十
一
歳
○
老
衰
で
筆
を
持
つ
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
文
筆
の
依
頼
を
受
け
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
が
、
そ
れ
で
も
遠
近
か
ら
麗
女
の
揮
毫
を
求
め
て
扇
や
短
冊
を
持
参
す
る
人
が
絶
え
な
か
っ
た
。
○
こ
の
頃
自
伝
『
慶
徳
麗
女
遺
稿
』（
活
）
成
立
か
。
正
式
な
成
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
中
に
享
和
二
年
ま
で
の
記
事
が
あ
る
た
め
、
仮
に
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
癸
亥
七
十
二
歳
※
十
月
成
立
の
度
会
貞
多
『
神
境
秘
事
談
』
に
、
簡
単
な
麗
女
の
伝
記
が
記
さ
れ
、
漢
詩
七
篇
、
連
歌
発
句
五
句
、
著
述
目
録
が
収
載
さ
れ
る
。
※
細
合
半
斎
死
去
（
七
十
四
歳
）。
○
「
合
離
先
生
の
悼
」（
写
）
一
編
成
立
。（『
麗
女
文
集
下
』）
文
化
元
年
（
享
和
四
年
、
二
月
十
一
日
改
元
、
一
八
〇
四
）
甲
子
七
十
三
歳
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
六
四
○
冬
よ
り
病
に
臥
す
。
○
「
苦
熱
辞
」（
写
）
一
編
成
立
。（『
麗
女
文
集
下
』）
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
乙
丑
七
十
四
歳
○
こ
の
頃
、
橋
村
正
柯
の
『
正
柯
神
主
二
見
和
歌
』
に
跋
文
を
贈
る
。（『
麗
女
文
集
下
』）
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
丙
寅
七
十
五
歳
○
一
月
六
日
、
絶
筆
「
睦
月
六
日
記
」（
写
）
一
編
成
立
。
こ
の
後
『
麗
女
文
集
』
二
巻
（
写
）
成
立
か
。
正
式
な
成
立
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
仮
に
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。
な
お
、
本
書
の
上
巻
は
失
わ
れ
、
下
巻
の
み
現
存
す
る
。（『
麗
女
文
集
下
』）
○
一
月
十
二
日
、
自
宅
に
て
死
去
。
墓
所
は
浦
口
町
旦
過
山
。
法
名
浄
光
（
宝
寿
院
霊
雲
浄
光
大
姉
）。
過
去
帳
は
伊
勢
市
八
日
市
場
町
等
観
寺
に
、「
宝
寿
院
霊
雲
浄
光
大
姉
文
化
三
丙
寅
正
月
慶
徳
隼
人
養
母
」
と
書
か
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
。
辞
世
の
句
「
き
ゆ
る
身
や
言
の
葉
の
露
野
辺
の
雪
」、「
身
や
胡
蝶
花
に
な
れ
し
も
一
昔
」。
石
村
雍
子
氏
編
『
朝
霧
叢
書
第
二
十
二
編
怪
世
談
』（
し
の
の
め
書
房
、
一
九
九
二
年
一
月
）
に
よ
る
と
、
碑
面
に
は
「
荒
木
田
麗
子
之
墓
」、
墓
碑
銘
は
、
孺
人
、
諱
麗
、
字
子
奇
、
初
名
隆
、
號
清
渚
。
法
諡
曰
浄
光
、
其
系
出
二
于
天
見
通
命
一
、
父
荒
木
田
武
遠
神
主
、
母
羽
根
氏
、
年
十
三
、
鞠
二
養
叔
父
武
遇
神
主
一
、
長
而
為
二
先
考
陶
蕭
君
配
一
也
、
自
レ
幼
学
二
経
史
詩
文
一
而
名
二
倭
歌
聨
歌
一
、
乃
紹
二
父
志
一
也
、
年
十
七
、
学
二
西
山
昌
林
翁
一
、
翁
没
後
、
師
里
邨
昌
迪
翁
、
翁
称
以
二
人
室
一
焉
、
又
好
著
撰
都
作
六
十
餘
部
各
蔵
于
家
焉
、
以
二
享
保
十
七
年
壬
子
三
月
十
日
一
生
、
以
二
文
化
三
年
丙
寅
正
月
十
二
日
一
逝
焉
、
寿
七
十
五
葬
二
于
廓
南
先
瑩
之
側
一
、
き
ゆ
る
身
や
言
の
葉
の
露
野
辺
の
雪
孝
子
慶
徳
佳
包
謹
誌
と
記
さ
れ
る
。
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
九
月
に
石
村
氏
が
調
査
し
た
際
に
は
碑
面
が
確
認
で
き
た
ら
し
い
が
、
現
在
は
慶
徳
家
代
々
の
墓
が
全
て
一
ま
と
め
に
詰
め
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
碑
面
背
面
共
に
判
読
不
能
で
あ
る
（
写
真
１
）。
墓
所
入
口
に
は
「
文
学
者
慶
徳
麗
女
墳
墓
地
」
の
碑
（
写
真
２
）
が
、
墓
石
近
く
に
は
「
慶
徳
麗
女
墓
所
」
の
碑
（
写
真
３
）
が
立
つ
。（
平
成
二
十
四
年
九
月
撮
影
）
死
後
、
麗
女
は
地
元
伊
勢
に
お
い
て
、「
伊
勢
式
部
」
と
称
え
ら
れ
た
。
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
六
五
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
壬
申
没
後
六
年
※
二
月
二
十
三
日
、
甥
の
興
正
死
去
（
六
十
四
歳
）。（
川
端
義
夫
氏
編
『
伊
勢
度
会
人
物
誌
』
古
川
書
店
、
一
九
七
五
年
八
月
）
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
癸
卯
没
後
三
十
七
年
※
九
月
十
五
日
、
佳
包
死
去
（
六
十
六
歳
）。（
川
端
義
夫
氏
編
『
伊
勢
度
会
人
物
誌
』
古
川
書
店
、
一
九
七
五
年
八
月
）
明
治
元
年
（
慶
応
四
年
、
九
月
八
日
改
元
、
一
八
六
八
）
戊
辰
没
後
六
十
二
年
※
麗
女
の
縁
類
が
橋
本
度
会
県
知
事
を
介
し
、
太
政
官
に
『
池
の
藻
屑
』
の
上
木
願
を
出
す
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
『
公
文
録
各
県
之
部
十
九
（
度
会
県
）』
に
は
、
次
の
「
池
藻
屑
上
木
願
」
が
収
め
ら
れ
る
。
官
許
池
藻
屑
七
冊
右
ハ
内
宮
祠
官
故
荒
木
田
武
遇
女
隆
、
先
年
著
述
致
シ
置
候
処
、
此
節
右
縁
類
ノ
者
ヨ
リ
上
木
ノ
儀
願
出
候
ニ
付
、
序
文
相
添
、
差
出
候
間
、
宜
御
沙
汰
被
下
度
此
段
相
伺
候
也
。
庚
午
十
二
月
十
八
日
橋
本
度
会
県
知
事
弁
官
御
中
（
朱
筆
）
開
版
ノ
儀
承
届
候
。
刻
成
ノ
上
弐
部
上
納
可
有
之
事
辛
未
二
月
大
史
こ
れ
に
よ
る
と
、「
官
許
」
の
印
が
付
さ
れ
、
開
版
を
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
頃
に
刊
行
さ
れ
た
『
池
の
藻
屑
』
の
版
本
は
管
見
の
限
り
皆
無
で
あ
る
。
許
可
は
得
た
も
の
の
、
刊
行
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
た
か
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
甲
申
没
後
七
十
八
年
※
近
藤
瓶
城
編
『
史
籍
集
覧
』
に
、『
月
の
行
方
』、『
池
の
藻
屑
』
が
収
め
ら
れ
る
。『
史
籍
集
覧
』
収
載
の
『
池
の
藻
屑
』
に
は
、「
右
介
御
巫
清
直
氏
、
請
慶
徳
氏
、
得
以
附
鏤
版
対
校
之
者
、
小
杉
 
邨
氏
蔵
本
也
、
明
治
十
七
年
七
月
」（
右
、
御
巫
清
直
氏
を
介
し
、
慶
徳
氏
に
請
ひ
、
以
て
鏤
版
に
附
す
こ
と
を
得
た
り
。
之
を
対
校
す
る
は
、
小
杉
 
邨
氏
蔵
本
也
。
明
治
十
七
年
七
月
）
と
の
近
藤
瓶
城
の
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
明
治
元
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
六
六
（写真 1）
（写真 2）
（写真 1）
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
六
七
年
に
上
木
願
を
出
し
た
麗
女
の
「
縁
類
ノ
者
」
が
、
こ
の
慶
徳
氏
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
辛
亥
没
後
百
五
年
※
『
池
の
藻
屑
』
が
昭
憲
皇
太
后
の
台
覧
に
供
す
る
図
書
の
中
に
選
ば
れ
る
。（『
三
重
県
史
談
会
々
誌
』
第
二
巻
第
四
号
）
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
乙
卯
没
後
百
九
年
※
与
謝
野
晶
子
『
徳
川
時
代
女
流
文
学
麗
女
小
説
集
』（
冨
山
房
、
一
九
一
五
年
）
刊
行
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
癸
酉
没
後
百
二
十
七
年
※
三
月
、
宇
治
山
田
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
麗
女
の
墓
所
入
口
に
「
文
学
者
慶
徳
麗
女
墳
墓
地
」
の
碑
が
建
立
さ
れ
る
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
乙
未
没
後
百
四
十
九
年
※
三
月
、
宇
治
遺
芳
会
に
よ
っ
て
麗
女
の
墓
石
付
近
に
「
慶
徳
麗
女
墓
所
」
の
碑
が
建
立
さ
れ
る
。
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
壬
戌
没
後
百
七
十
六
年
※
伊
豆
野
タ
ツ
氏
編
『
荒
木
田
麗
女
物
語
集
成
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
）
刊
行
。
以
下
、
麗
女
の
著
作
で
成
立
年
次
不
明
の
も
の
を
種
類
毎
に
掲
げ
る
。
擬
古
物
語
『
夏
露
』（
×
）
一
巻
、『
木
曽
路
』（
×
）
一
巻
、『
玉
の
声
』（
×
）
二
巻
、『
冬
の
氷
』（
×
）
一
巻
、『
月
の
後
』（
×
）
二
巻
、『
落
葉
』（
×
）
七
巻
、
『
か
さ
の
雫
』（
×
）
七
十
巻
和
歌
『
慶
徳
麗
女
導
歌
』（
×
）
一
巻
。
本
書
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
の
『
神
宮
徴
古
館
列
品
目
録
』
に
「
麗
女
の
導
歌
二
百
二
首
を
納
め
た
歌
集
」
と
記
さ
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
災
に
よ
っ
て
焼
失
。『
賀
の
う
た
集
』（
×
）
連
歌
・
漢
詩
『
山
の
滴
』（
×
）
二
巻
、『
麗
女
句
稾
』（
写
）
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
六
八
随
筆
『
和
文
の
註
』（
写
）
一
巻
、『
和
文
集
』（
×
）、『
和
文
集
補
遺
』（
×
）、『
五
十
鈴
川
逍
遥
記
』（
×
）
不
明
『
月
前
』（
×
）、『
田
蓑
島
・
山
の
幸
』（
×
）、『
雪
の
な
が
め
』（
×
）
一
巻
そ
の
他
『
栄
花
物
語
目
録
並
系
図
』（
写
）
一
巻
、『
随
應
老
人
伝
』（
×
）
（
く
も
お
か
あ
ず
さ
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
奨
励
研
究
員
）
荒
木
田
麗
女
年
譜
稿
六
九
